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例 言
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5 調査期間及び面積
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川百合子、和久井義雄 （佐久考古学会員）
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調査指導者

調査担当者
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遺物写真 畠山 俊彦
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羽毛田伸博が、第V章• 第VI章第 2節を小山岳夫が各々分担し、文末に記して文責を明らかに

した。また、第II章遺跡の立地と環境は、佐久埋蔵文化財調査センター調査報告書第 2集 『池

畑•西御堂』 と重複する部分が多いため、同書の内容を若干修正して掲載した。
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本調査において、安原区々長谷津 延氏、中沢忠人氏、谷津文作氏、中澤晃好氏をはじめ地

元の方々には、発掘調査中数々のご協力及びご援助をいただき、また、報告書作成にあたって
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凡 例

1 本書は、宿上屋敷遺跡と下川原・光明寺遺跡についての報告であるが、各遺跡・遺物の記述

は、それぞれ第IV章宿上屋敷遺跡の遺構と遺物、第V章下）II原・光明寺遺跡の遺構と遺物に分

け、第 I章発掘調査の経緯、第II章遺跡の立地と環境、第III章基本層序及び概要、第VI章調査

のまとめは、両遺跡の内容を併せて記述した。

2 竪穴住居址（以下本文中においても特別の場合を除いて住居址とする。）の記述については、

検出位置⇒検出層序の重複関係⇒平面形態〇覆土〇壁（壁溝を含む） ⇒床面0柱穴⇒炉・カマ

ド（位置→残存状況→平面形態→層位→構材→その他） ⇒その他の付属施設⇔遺物出土状況〇

その他の観察事項の順に記載し、他の遺構についても基本的に住居址の記載順序を踏襲した。

3 遺構の略称

竪穴住居址の住、特殊遺構OT、竪穴状遺構oTa、溝状遺構OM、井戸址oI、土坑OD、

4 水糸レベルについては、各遺構毎に統一し、標高は縮尺尺度の上に明記した。

5 挿図

1) 重複遺構については、上端のみを実線で表示した。

2) 縮尺

竪穴住居址．竪穴状遺構•特殊遺構→ 1/80 炉・カマド→ 1 /30 

土坑•井戸址→ 1 /60 溝→随時

土器→ 1/ 4 (但し、土師質土器・陶器→ 1/2) 鉄製品・石器→ 1 / 3 

写真図版中の土器の縮尺についても、上記に準拠する。

3) 遺構・遺物実測図に用いたスクリーントーソは、下記の内容の表現である。

遺構実測図

地 山冒冒冒冒 炉・カマド 焼

昭和47年度 圃場整備事業に伴なう埋土範囲 ［口~ カマド補強土（粘土混） ［ニニニ］

遺物実測図

赤色塗彩□□□〗 土師器内面黒色研磨 須恵器断面 亡=:52] ヽ

灰釉□旦□□］
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3 第 2号井戸址 （南方から） 4 第 3号溝状遺構出土鉄釘

4 第 1号土坑 （北方から） 5 第 1号竪穴状遺横出土石製品



第 I章発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る動機

宿上屋敷遺跡は、佐久市の北東部安原地籍、霞川右岸の標高約700mの台地上に位置し、下）II原・

光明寺遺跡は、その対岸の、崖堆によって形成された緩傾斜地上に所在する。西方には隣接して、

安原大塚古墳、筒畑遺跡群などが存在する。

今回、佐久建設事務所が行う県道香坂中込線バイパス改良工事事業（高速道路関連工事専用道

路）に伴い、昭和59年11月16日、現地にて長野県教育委員会文化課・佐久建設事務所・佐久市教

育委員会の三者で協議を行なった。その結果、遺跡の破壊を余儀なくされる事態となり、緊急に

記録保存する必要性が生じた。そこで、佐久市教育委員会が佐久建設事務所より委託を受け、佐

久市教育委員会からの委託を受けた佐久埋蔵文化財調査センターが発掘調査を実施する運びと

なった。
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第 2節調査日誌

宿上屋敷遺跡

2月25日（火）・ 26日（水）

テソト設営・機材搬入を行い、 A区・ B

区西側一部を重機により表土削平を行う。

2月27日（木）・ 28日（金）

A区プラン確認、撹乱の掘り下げを行う

3月1日（土）

プラン確認・グリッド設定を行う。グリッ

ドは、基準となる東西の杭のみトランシッ

トを用いて、 4 m間隔に設定する。

3月3日（月） -15日（土）

プラン確認により検出された遺構の掘り

下げ作業を行 う。実測作業・写真撮影は随

時行う。

3月17日（月） -19日（水）

重機により A区埋土部分の掘り下げ、 B

下川原・光明寺遺跡

2月24日（月） -3月4日（火）

機材搬入、テソト設営を行い、調査開始。

道路の北側を第 1地区、南側を第 2地区と

し、当期間は主に重機を用いて遺構の範囲

確認を行う。この結果、第 2地区は遺構が

皆無であったため、第 1地区に調査を絞っ

た。

グリッド設定、プラン確認も行なった。

3月5日（水） -3月12日（水）

宿上屋敷遺跡、下川原・光明寺遺跡

昭和61年 4月 1日（火）～昭和62年 2月 9日（月）

区残りの表土削平を行う。 A区の遺構掘り

下げ作業はほぽ終了し、実測作業・写真撮

影を行い、 B区は表土削平に併行して、プ

ラン確認作業を行う。 9 

3月20日（木） -25日（火）

A区実測作業・写真撮影、 B区遺構掘り

下げを行い、ほぽ終了する。

3月26日（水） -28日 （金）

B区実測作業・写真撮影を行う。

3月29日（土）

機材撤収を行う。

3月31日 （月）

第 2号住居址カマドの掘り下げ・実測作

業を行い、宿上屋敷遺跡の発掘調査を終了

する。

M 1・2、Dl-3の掘り下げ、 実測、

写真撮影を行う。

3月13日（木） -3月27日 （木）

Ta 1、M3、 I1・2、D4の掘り下

げ、実測、写真撮影を行い、これに続き、

全体図、全体層序図の作成を行う。 3月27

日に全体写真撮影、機材を撤収し、調査を

終了する。

室内において、報告書作成作業を行い、両遺跡のすべての調査を完了する。 （三石・ 小山）
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第II章遺跡の立地と環境
・

亀

↓

第 1節 佐久市安原附近の自然環境（地形と地質）

I 地形

上信国境に釜ゆる浅間山は標高2560m、

わが国の代表的な活火山で常時火山活動

状況を観測する施設を有する数少ないA

級火山に分類されている。浅問火山は溶

岩流・火山弾・火山砂・浮石・火山灰な

どの火山噴出物が互層する成層火山で、

現在の最高地点噴火口は黒斑火山・前掛

火山の上部中心に形成されたもので、こ

れらを含めて浅問山全体は模式的な三重

式成層火山である。

この浅間山は古くから親しまれ、恐れられ佐久地域には特に自然・歴史人類生活の上に偉大な

..... 

- ~, .. --1 

傘

，

9

．，＇

第 2図 本遺跡地南より平尾山・浅間山を望む

L
・
 

鼻

影響を及ぽしてきたが、現在では、火山・地震等の地球物理学上から、日本だけでなく、世界的

にも広く知られてきている。その理由は次の三点に要約できる。

① 活火山浅問山は地形・地質構造・火山活動・火山形態（成層・楯状・溶岩円頂丘等）など

の各面から各種の火山としての条件を兼備しており、火山の模型的存在で、火山研究には最

も適しており興味深いものがある。

② 古代からの噴火活動の古記録が残されており、火山活動の歴史的研究では世界的に珍しい

とされている。ことに天明 3年 (1783)大噴火の記録は、記録・絵図・公式古文書・日記・

書信などこの地方にも多く残っている。

③ 火山活動の地球物理学的研究が、日本では勿論、世界的にも最も早くから行われ、その成

果が日本の火山学・地震学を進歩させた原動力となっており、世界的にも高く評価されてい

る。

当遺跡はこの浅間山の南斜面山麓が佐久平の乎坦面に交ってゆるやかな南傾斜の続く標高700

F m-710m附近の湯川の東沿岸の台地上に立地している。湯川は軽井沢町千ヶ滝に源を発し、南流
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して同町油井部落で南軽井沢から西流して来る泥）IIと合流して、流路を西に変え、御代田町に入

るまでに北の浅間山麓・南の森泉山方向の両側の小支流を合わせて水量を増し、深い浸蝕峡谷を

作って流路を西北に変え、湯川 ダムの多 目的大貯水を作り、佐久市横根部落北方で再び流路を南

に変えて佐久市内に入ると横根附近から河幅も広め両岸に浸蝕河岸段丘を作り、谷中に小沖積地

を作り、量も古い開拓水田がここにある。当遺跡はこの湯川東岸台地上2.5kmにある。

湯川西岸佐久平地区（岩村田台地）には火山山麓特有な田切地形が見事に発達している。これ

は新しい火山、浅間山の火山噴出物・火山砂・火山灰・浮石の堆積層は未分解で粘土化せず凝結

力が誠に乏しいため流水、洪水等の浸蝕に対する抵抗力が頗る弱く一度流路になると大きな断面

が垂直に近い谷に発達する可能性が多く、火山国日本の第四紀の新しい火山の裾野地帯各地に見

られる田切地形となっている。御代田駅から小海線三岡駅附近が最も顕著である。湯川東岸地区

には田切地形の著しいものはないが当遺跡の西側の旧平尾道・安原用水・東中学東側凹地・霞川

等の凹地が田切初期の地形である。それらの初期地形間の南北に続く台地が古墳時代以来古代中

世の住居遺跡の分布地である。

II 地質

本遺跡地周辺の地質構成で野外で直接観察できる最も

古いものは平尾山 (1155m)を構成する平尾溶岩である。

平尾溶岩は塊状火山（トロイデ火山）として噴出した濃

青緑色緻密な破璃質複輝石安山岩で石材としては頗る良

材で佐久産姫小松石と称されて珍重され、他地方にも搬

出されている。荒船火山より古 く、長い間の風化浸蝕を

うけて山全体に放射谷が発達し、佐久平の東北隅に屹立

して展望も広く佐久市市民の森として親しまれている。

平尾山の東麓を覆い重なっているのが荒船山の噴出物

の溶結凝灰岩（佐久石）で霞川左岸安原・新子田附近・

開伽流山の奇岩絶壁以東この附近一帯に広く分布してい

る。佐久石と称せられているものの中で特に業者間では 第3図鼻顔稲荷社北の湯川断崖

安原石が最も良質のものとされ、古くから石造加工品の原材として珍重されている。この溶結凝

灰岩は荒船火山活動最盛期に多量の安山岩質灼熱火山灰を多量に長期間噴出し、厚い堆積層を構

成し熱と加重圧によって再溶融結したもので、荒船火山を中心として志賀谷山狭の奇岩、田ロ・

青沼まで広く分布しているもので安原石は堆積再凝固の状況が特に良好であったものであろう。

堆積岩層としては英多神社南の香坂越尾根南部に小部分相浜層の砂質凝灰岩・凝灰岩の互層の

中から広葉樹化石を産出したことがあり洪積初期の地層が僅かに分布していることが明らかと
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1

,~ 

なっている。

安原・新子田・平根地区の平坦地を構成する地層は浅間火山の噴出物の堆積層で基盤は黒斑火

山の噴出物起源の湖沼性堆積物火山性砂岩・凝灰岩・凝灰質礫岩の互層で湯）IIべり谷底部に一部

露出が見られ黒岩城埋文調査の際、深掘トレソチで確認された。その上部には軽石の大小の礫を

多量に含んだ火山灰砂の厚い層が重 くなっている。 この層を第一軽石流と呼んでいるが前掛火山

の噴出物で浅間山の南斜面の大部分と、平坦地佐久平北半を広 く厚く覆っている。空中堆積物で

あるので原地形によって厚さの変化が著しいがこの地層分布内に田切地形が発達し、 その崖面で

贔
」
，＇
．，＇

構成物質層厚を観察できる。この遺跡近くの好露出は鼻顔稲荷社境内で約20mの断崖が見られる。

この軽石流は 2回にわたって流出したものであるが第二回軽石流中に含まれれる炭化木幹につい

てC14年代測定では10,650-11, 300年前と測定値が出ている。 （小諸市誌）

この層の上面が今回の宿上屋敷、下川原・光明寺遺跡の層序模式図地山第III層含軽石礫黄褐色

土 （ローム）である。 （白倉盛男）

第 2節 遺跡の歴史的環境

宿上屋敷遺跡は、佐久市安原地籍の浅間火山堆積物による標高700m-707mの台地上に位置し、

下）II原・光明寺遺跡は、 その台地から約zoom東方の崖堆によって形成された緩傾斜地上に所在し

ている。

湯川左岸、平尾富士山麓南西面に広がる台地は、埋蔵文化財の散布密度が濃く、宿上屋敷、下

川原・光明寺遺跡の北部には、横根の30余基を数える群集墳 （塚原・上の原・上長坂・十二平・

輪子等の古墳群）、上平尾の30基を数える群集墳 （矢口•平・腰越・矢沢・城・宿・塚畑等の古墳

群）、下平尾群集墳 （一本松・丸山・湯流等の古墳群）、安原棧敷古墳、玄室に側室のある安原大

塚古墳、南方に新子田四ッ塚古墳、安原蛇塚古墳等が点在している。

更に北方に、大角遺跡 (49) ・東村遺跡群 (46) ・筏室遺跡群 (47) ・戸屋敷遺跡群 (45) • 南に

高師町遺跡群 (61)・戸坂遺跡群 (18).蛇塚遺跡群 (11·12) • 新子田神明の木遺跡 (58)・権現

平遺跡 (53)、西に筒畑遺跡群 (3)• 猫久保遺跡群 (4)等がある。

付近の遺跡を時代別にみると、安原池前遺跡・下平尾の山伏木遺跡では、多量の縄文中期の遺

物が出土している。弥生時代では、新子田の戸坂遺跡 (20)で後期の住居址 1棟が検出されてい

る他に、高杯・甕等豊富な遺物が出土している。和田上南遺跡では、中期の住居址等 5棟が検出

され、和田上遺跡 (64)は後期の土器等が多量に表採され大きな集落の存在が予想される。尚、

湯川左岸に位置する下小平遺跡 (9)は、昭和55年度に発掘調査が実施され、 ベッド状遺構を有

するものを含め住居址 5棟・方形周溝墓 2基、他に壺・甕・台付甕・高杯・杯・甑等の土器及び
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土器片多数と土製紡錘車 1• 鉄器 1・石鏃等を検出している。また、宿上屋敷遺跡の西方約700m

の台地上に所在する筒畑遺跡群池畑遺跡は、昭和61年度に発掘調査が実施され、弥生時代終末か

ら古墳時代初頭と考えられる住居址が 2棟検出された。

古墳時代になるとこの地域も遺跡は増加 し、戸坂遺跡では、昭和46年度に発掘調査が実施され

古墳時代後期の住居址 4棟と高杯・甕類の土器を検出している。同時期の古墳として棧敷古墳・蛇

塚古墳 2基・和田上古墳が存在する。平安時代では、更にその数は増し、猫久保(4)、上小平
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第 1表周辺遺跡一覧表

Nn 佐分No. 遺 跡名 所 在 地 立地
時代

備 考
縄弥古奈平中

1 133 宿 上 屋敷遺跡 安原字上屋敷 台地

゜゜
本調査

2 135 下川原・光明寺遺跡 安原字下川原・光明寺 傾斜地

゜゚
本調査

3 130 筍畑遺跡群 安新原字筒字畑 ・池畑・下池
子田田端

台地

゜゚゜゜
昭和61年度発掘調査

4 128 猫 久 保遺跡群 安原字猫久保・西御堂 // 

゜
昭和61年度発掘調査

5 52-1 六供後遺跡 岩村田字六供後 台地

゜ ゜
昭和55年度発掘調査

6 51-1 王 城＇跡 岩村田字古城 ” ゜゚゜゚゜
昭和54年度一部発掘調査

7 51-2 石並城跡 岩村田字石並他 // 

゜゚゜゚゜8 51-3 黒岩城跡 岩村田字古城 ” ゜゚゜゚゜
昭和55•59年度一部発掘調査， 50 下 小 平 遺 跡 岩村田字下小平 段丘

゜゚゜゚゜
昭和55年度発掘調査

10 126 蛇塚古墳 安原字蛇塚 台地

゜
昭和57年度試掘調査

11 119 蛇塚 A遺跡群 安北原御字堰蛇塚・西大久保
・南御堰 ” ゜12 120 蛇塚 B遺跡群 新保子・田字蛇塚・内池・北野馬久

野馬久保 ” ゜13 120-1 蛇塚BC第一次） 新子田字野馬久保 ” ゜
昭和54年度発掘調査

14 120-2 蛇塚BC第二次） 新子田字野馬久保 ” ゜
昭和58年度発掘調査

15 122 野馬窪遺跡群 猿久保字野馬窪 ” ゜゚゜゚16 122-1 野 馬 窪 遺 跡 猿久保字野馬窪 ” ゜
昭和56年度発掘調査

17 141 安原大塚古墳 安原字城前 ” ゜18 263 戸坂遺跡群 新家後子・田星字谷娼戸・坂道・端戸・坂柳ケロ反・田五・供ケ養久塚保・ 段丘

゜゚゜゚゜19 275 鳥坂城跡 新子田字戸坂 ” ゜20 263-1 戸坂遣跡 新子田字戸坂 ” ゜ ゜
昭和46年度発掘調査

No. 佐分No 遺跡名 No. 佐分Nu 遺跡名 No. 佐分No. 遺跡名 Nu 佐分Nn 遺跡名

21 10 栗毛坂遺跡群 36 ・73 宮の西古墳 51 140 入大久保古墳群 66 253 和田遺 跡

22 44 上岩子遣跡 37 47 西大久保遺跡群 52 138 東大久保遺跡 67 254 翌の宮遺跡

23 52 岩 村 田 遺 跡 群 38 46 腰巻遺跡 53 137 権 現平 遺跡 68 250 馬瀬口遺跡群

24 53 潰石遺跡 39 48 棧敷遺跡 54 265 池 端遺跡 69 257 中条 峰城跡

25 56 東大久保遺跡群 40 49 上小平遺跡 55 551 池 端城跡 70 258 中条峰古墳群

26 65 下伴助 B遺跡 41 118 下信濃石遺跡 56 276-1 氏 神古 墳群 71 256 寄山遺跡群

27 61 橋ケ窪遺跡 42 117 上 の 城 遺 跡 群 57 266 境 内遺跡 72 262 寄山古墳

28 74 一本松古墳 43 542 藤ヶ城跡 58 264 新子田神明の木遺跡 73 268 石田遺跡

29 64 下伴助 A遺跡 44 124 岩井堂遺跡 59 545 浅 井城跡 74 269 志賀神明の木遺跡

30 70 丸山古墳群 45 127 戸 屋 敷 遺 跡 群 60 267 家 之前 遺跡 75 270 海老在池遺跡

31 70-1 丸山古墳 l号墳 46 131 東村遺跡群 61 129 高 師町 遺跡 76 255 深堀遺跡群

32 63 万助久保遺跡 47 132 筏室遺跡群 62 121 東 内池 遺跡 77 271 清水窪遺跡

33 62 木田橋遺跡 48 139 燕 城 跡 63 251 小 池遺跡 78 272 隠狭遺 跡

34 60 北山寺遺跡 49 136 大角遺跡 64 252 和田上遺跡群 79 273 上南和田遺跡

35 59 宮前遺跡 50 134 岩久保遺跡 65 261 和 田上 古墳 80 274 安坂遺 跡

(40)、蛇塚A・B、戸坂、和田上、和田上南遺跡等が所在する。 これらの遺跡のうち、蛇塚B遺

跡は昭和58年度に発掘調査が行われ住居址 5棟・土壊址 2基・ 溝状遺構 1基が検出され、杯形土

器・甕形土器・須恵器類が多数と灰釉陶器・鉄器などが出土している。昭和46年度に発掘調査が

実施された戸坂遺跡からは、住居址 4棟と高杯・ 甕等の土器類が検出されている。

（黒岩忠男）
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第III章 基本層序及び概要

第 1節 基本層序

宿上屋敷遺跡

宿上屋敷遺跡は、浅間火山の堆積物による台地上に位置し、今回は台地の南端部についての調

査を行なった。調査区内の標高は700-703mを測り、東方の霞川に向って緩やかに傾斜している。

Im 

第 5図 宿上遺跡基本層序模式図

第 1層

第II層

第III層

第IV層

A 

黒褐色土層（耕作土）

黄褐色土層

粘性なく、粒子細かい。 A区西側 •B

区における遺構確認面である。

淡黄褐色土層

第II層よりやや粒子粗く、固くしまる。

A区東側における遺構確認面である。

明茶褐色土層

第III層よりやや粒子粗く、固くしまる。

径 1-2 cm大の小礫を含む。酸化第二鉄

CF e203)を含む。

遺構覆土

本遺跡は、東方の霞川に向って緩やかに傾斜しているため、調査区東端においては第II層は認

められず、第 1・3号土坑、第 1・2号特殊遺構は第III層上面において検出され、他の第 1-6

号住居址、第 2・4-9号土坑は第II層上面で検出された。また調査区東側A区内においては、

第 I層耕作土直下に粒子細かく、

察された。

ローム粒子・炭化物を少量含む黒色土が約30-40cmの厚さで観

調査区中央付近大部分は、昭和47年に行われた圃場整備事業の際、水田を畑にするための埋土

が約90cmの厚さで行われており、底面には水田の床土と思われる粒子細かく、粘性の強い黒褐色

土が約10cmの厚さで観察され、埋土の行われる前に上段の畑と下段の水田との境界に築かれた石

垣の一部も確認された。 （三石）
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下川原 ・光明寺遺跡

下川原・光明寺遺跡周辺の地形は眼前に山麓をひかえているため、比較的急な斜面を形成して

いる。このため、基本土層は地点毎に異なりを示す（第 6図参照）。本地形の基盤となる崖崩れに

よって形成された崖堆堆積第VI層はすべての地点に共通する。遺構が集中する第 1地区北東部は、

崖堆堆積が最も厚い地点と考えられ、緩い傾斜は有するものの、おおむね平坦な台地面を形成し

ており、他地点とは10m以上の比高差を有す。第VI層上には黒褐色土の第IV層が50cm内外堆積し

ており、遺構は大方がこれを掘り込んむが、第IV層序の各所に第VI層に類似する第III層の薄い堆

積がみられ、これを掘り込んでいる遺構もある。第III層は遺構内にも流れ込んでいる状況がみら

れ、当地区に断続的に小さな崖崩れがあったことがわかる。第 1地区南西部、第 2地区の基本土

層は第 1地区北東部とおおむね一致する。第 1地区中央部のみ堆積状態が異なり、第IV層は存在

しない。第 I層耕作土と第VI層の間には第II層礫層、第V層砂層が堆積する。

（基本層序）

第 I層 明茶褐色土層耕作土砂質で粘性弱

第II層 礫 層挙大、人頭大の礫主体

第III層黄褐色土 火山灰質、きめ粗く固い

第 1地区北東部
（台地上）

＂ 

II I 

第 1地区中央部
（台地直下）

第IV層 黒褐色士 きめ細かく、パミス含む

第V層 砂層

第VI層黄褐色土礫と火山灰、崖堆堆積土

50cm 

80cm 

第 2地区

第6図 下川原・光明寺遺跡基本層序模式図
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第 2節 検出遺構・遺物の概要

宿上屋敷遺跡

検出遺構

竪穴住居址 6棟 古墳時代前期 2棟 （第 1・6号住居址）

特殊遺構

土坑

出土遺物

3基

9基

縄文土器

弥生土器

古墳時代後期 1棟 （第 3号住居址）

平安時代 3棟 （第 2・4・5号住居址）

土師器………壺・甕・台付甕・杯・高台付杯・高杯・鉢・器台・羽釜

須恵器..…... 甕．杯

灰釉陶器………皿

中世以降陶器・磁器・焙烙・土鍋

石器・石製品…石鏃・打製石斧・砥石・勾玉・搬入礫

鉄製品 •……•角釘等

自然遺物………獣骨・炭化物

下川原 ・光明寺遺跡

検出遺構

竪穴状遺構 1棟 中世 1棟 （第 1号竪穴状遺構）

溝状遺構 3基 中世 2基 （第 2• 3号溝状遺構）

井土

址坑
戸

基基
24 

近現代

近現代

中世

近現代

1基 （第 1号溝状遺構）

2基 （第 1・2号井戸址）

1基 （第 1号土坑）

3基 （第 2-4号土坑）

出土遺物 須恵器……………杯・甕

土師質土器·……• • 内耳土器・小皿

陶器・磁器………瀬戸・美濃系製品、珠‘洲系製品、龍泉窯系製品

金属製品…………鉄製角釘等・青銅製角釘等

石製品……………砥石・石柱・石像
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第w図 宿上屋敷遺跡の遺構と遺物

第 1節 竪穴住居址

1)第 1号住居址

遺構 （第10図、 図版二）

本住居址は、調査区内東側あー 8・9、いー 8グリッド内に位置し、全体層序第II層黄褐色ロー

ム層上面で検出された。第 4号住居址と重複関係にあり，東壁付近を切られる。 また南西部を撹

乱によって破壊されており、 さらに北東部は調査区外のため未調査である。西壁の一部と南壁の

一部が検出されたのみであるため、平面形態及び規模は不明である。

覆土は 1層のみで、 ロー

ィ

R
 ＼

7

／

ー

1

,

調 査 区 外

ム粒子・炭化物を含む黒褐

色土層である。確認面から

の壁高は 2-6cmと極めて

浅い。壁溝は検出されな

、勺
函I

投乱
J

、

H4 

~ / __ _ c:ql 

A
- N. 

1陪 黒褐色土陪 粘性なし、しま りあり。ローム粒子・炭化物含む。

Q 

第 1号住居址実測図

かった。

2m 

第10図

床面は、黄褐色ローム層

を踏み固めて比較的堅固な

状態であり、全体にほぽ平

坦であるが、南に向って僅

かにレベルを低下させる。

また、南側床面直上より多

量の炭化材が検出されて お

り、焼失住居の可能性も考

えられる。

ピッ ト・ 炉址等の付属施

設は、住居址の一部分のみ

の検出であるため明 らかで
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ないが、南側床面に僅かではあるが掘り窪められたと思われる箇所が認められ、さらに遺物・礫

が集中して出土していることから炉址としての可能性が考えられるが、明確ではない。

遺物の出土状況は、調査範囲内北半部には遺物の出土は認められず、南半部、特に中央付近、

礫の周辺に集中 しており、図化した 11- 1 •2•3·5•6 、 12- 9はいずれも礫の周辺より、

床面からやや浮いた状態で出土している。これらの遺物はその出土状況から、本住居址に共伴す

るものと考えられる。

遺物 （第11・12図、図版十・十三）

本住居址からは、土師器・灰釉陶器・勾玉・鉄製品が出土している。このうち灰釉陶器は混入

遺物であり、鉄製品もその可能性が強い。図化した遺物は、土師器 8点（拓影図 1点）、勾玉 1

点、鉄製品 1点である。

土師器の器種には、甕・台付甕・甑がある。

11-1は、口縁部が「く」の字状に外傾外反し、最大径が胴中位に位置し胴部球胴形を呈する

,, 

ビ，気'
3 

2
 

こヽ；

qJ 
7
 

5
 

6
 

"̂と
(I:4) IO.cm 8

 

第11図 第 1号住居址出土土器実測図及び拓影図
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と考えられる土師器甕である。内面は斜位のハケメの後、横位・斜位のヘラミガキが施され、外

面は縦位のハケメが施される。

11-2は、口縁部が「く」の字状に大きく外傾外反する小形の甕で、内面は口辺部ヨコナデ、

胴部は横位のヘラミガキが行れている。外面は口縁部ヨコナデの後、口辺部・胴部に細かいハケ

メ調整が縦位・斜位に施される。

11-3・4は、 S字状口縁台付甕の口縁部に位置する破片と考えられ、内外面にヨコナデが施

される。

11-5は、 S字状口縁台付甕の台部で、器肉は薄く、端部は折り返して整えられる。調整は内

面にナデ調整、外面に縦位・斜位のハケメが施される。

11-6は、最大径を胴中位に有し、口縁部が外傾する小形の台付甕で、貼付による台部を有す

る。内面は口縁部横位ヘラミガキ、胴部ナデ調整が行われ、外面は口縁部ョコナデ、胴中位から

胴下部に縦位のヘラミガキが施される。台部は内外面共ョコナデが行われている。

11-7は、小片であるため全体の器形は不明であるが、底部に孔の一部が観察でき、甑の底部

片である。調整は内面にヘラ ナデ、外面に縦位のヘラ ミガキが施される。

11-8は、器肉が薄く、 S字状口縁台付甕の胴上部に位置すると思われる破片である。調整は

内面肩部にハケメ、胴中位付近にナデ調整が見られ、さらに粘土帯の接合をより強固にするため

に行われたと思われる縦位のナデが観察される。外面は上から左下がり右下がりのハケメの後、

胴上部に横位のハケメ（平行線文）が施される。

第 2表 第 1号住居址出土土器観察表

闘 器種 法量 成形及び器形の特微 開 整 備 考

(19 0) ロ緑部「く」の字状に外傾外反する。胴部 内）斜位のハケメの後、ヘラミガキ 破片実測A

11-I 甕 く169〉 は球胴形を呈するものと思われる。 外）縦位のハケメ Nn2•32 ·JI 区

15 4 ロ緑部「く」の字状に外傾外反する。 内）横位のヘラミガキ 回転実iJIIJA

ll-2 甕 〈62〉 歪みあり。 外）縦位 ・斜位のハケメ No38・40 

ロ緑部「S」字状を呈する。 内外面ョコナデ 破片実視IJB

11-3 甕 (2 0〉 No36 

ロ緑部「S」字状を呈する。 内外面ョコナデ 破片実測B

11-4 甕 〈22〉

器肉薄 く、ほぼ直線的に開 く。 外）縦位 ・斜位のハケメ 回転実測B

11-•5 台付甕 〈78〉 端部に折り返しあり。 Nn2•10·30·11 区

(10 4) 

ロ縁部外傾し、最大径は胴部中位に位置す 内）口緑部横位ヘラミガキ 回転実測B
(7 2) る。 (78) 外）口緑部～胴上部ヨコナデ Nn!O• 25・26・27・29 

11-6 台付甕 10 3 台部貼付． 胴中位～胴下部縦位ヘラミガキ II区

(5 6) 台部ヨコナデ

底部に一孔を有する。 内）ヘラナデ 回転実測B

11-7 甑 〈17〉 外）胴下部縦位ヘラミガキ、底部ヘラミガキ II区

(3 4) 
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この他、小片のため図示し得なかったが、外面にハケメの施された甕、ヨコナデの施された甕

の口縁部、器肉が非常に薄く 、ハケメ調整の行われた S字状 口縁台付甕の胴部とも考えられる小

片、赤色塗彩の施された小片がある。赤色塗彩の施された土器は小片であるため全体の器形は不

明であり 、第 6号住居址より櫛描文の施文された甕が出土していることから混入遺物とも考えら

れる。

12-9は、滑石製の勾玉

で、長さ 12mm、中心幅 6mm、

厚さ 5mm、重さ1.4gを測る

小形品である。表面は研磨

により平滑化されている。

穿孔は 1箇所なされており、

片側からの穿孔である。孔

径は 1mmを測る。

12-10は長さ165mm、幅15mm、厚さ 5mmを測り、両端約 1cmが「L」字状に屈曲する鉄製品であ

るが、性格は不明である。

以上、本住居址よりハケメ調整の施された甕、 S字状 口縁台付甕の 口縁部と端部に折 り返しの

ごニニーニニニニ〕
, 會~ー ー 10

(2 : 3) 

0 1cm 
I , I n

v』

(1 : 3) 10cm 

第12図 第1号住居址出土勾玉 ・鉄製品実測図

見られる脚台部が出土していることから、本住居址の所産期は4世紀後半（古墳時代前期）と考

える。 （三石）

2)第 2号住居址

遺構 （第13• 14• 15図、図版三）

本住居址は、東区あー 5・6グリッド内に位置し、全体層序第III層淡黄褐色土層で確認された。

第 2号土坑と重複関係にあり西壁を切られる。また、 北壁東側から東壁にかけて調査区外のため

全プラソを知り得なかった。

覆土は 4層に分割され、 1層は暗黒褐色土層で粒子細かく、粘性を有する。 2層は暗茶褐色土

層でローム粒子僅かに混ざり、しまりを有する。 1 • 2層共に僅かに炭化物を含む。 3層は黒色

土層で粒子細かく、しまりがあり、貼床の痕跡を留め、僅かに炭化物を含む。 4層は壁崩落によ

るものと思われる。尚、セクショソ図でも看取できるが、耕作土 I・I'層の影響を受けている。

壁残高は四壁が検出されていないが5.5-12cmを測り、床面から緩やかな傾斜で立ち上がり、壁

体は軟弱である。床面は 3層で触れた様に貼床の痕跡を留め、全般に踏み固められており、特に

カマド周辺では僅かに盛り 上がり堅固である。また本住居址は南傾斜面上に構築されたため、床

面も僅か南に傾斜をもつ平坦面である。
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粘性あり、粒子細かい。炭化物僅かに含む。

しまりややあり 。ローム粒子・炭化物僅かに含む。

ローム粒子含む。（壁崩落）

炭化物含む。 標森701.3m
0 Cl : so) 2m 

（但し、C・c'、D・D1は第15図に記載）

c―
 

B-

D-

調査区外 R
 
g ＼ 

I::<: A' 且二旦
g
 

c
―
 

D-
第13図 第 2号住居址実測図

01 QI 

④ 

C- c-

G 

C-
仁II

~ 

讐~~
第15図

標高700.9m
O (1 : 12) 20cm 

第 2号住居址遺物出土状況実測図

ローム粒子・焼土粒子・軽石(%0.5-lcm)微茄に含む。

ロームプロック 。焼土粒子微盆含。

ローム粒子4至石(%0.5-3cm)微品に含む。

焼土・炭化物含む。

4恩 暗茶褐色土屠 焼土粒子多盃含む。

゜第14図

淡黒褐色土附

暗黄褐色土陪

黒 褐色 土屡

標高700.9m
(1 : 30) lm 

第 2号住居址カマド実測図

カマドは北壁中央に位置していたと思われ

る。略半分が調査区外のため全容を知り得な

いが、残存状態はやや良好であった。火床は

床面より 6-8 cm位掘り込まれ、焼土が 2

-5.5cm堆積していた。袖部は面取りした軽石

と円磨作用を受けた安山岩を主要とし、暗黄

褐色土を補強土として用いたと考えられる。

器設部は崩落しているが、 25X90cmの長方形

で、厚さ 5-14cmの面取りの施された軽石が、

焚口部床面に接したかたちで検出され、天井石として用いられたと考えられる。支脚石は径10cm

で、長さ26cmの面取りを施された柱状の軽石で火床面下12cm埋められていた。

ピットは 2個検出された。 P,は45X68cmの楕円形を呈し、 2つのテラスを有し、深さ28cmを測
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る。カマドの裾部西側に位置することから、カマドの付属施設とも考えられる。 P孔ま径22cmの円

形を呈し、深さ26.5cmを測り、主柱穴と考えられる。

遺物の分布状況は、本住居の全プラソが把握できないのと、遺物の出土量が少ないため速断は

できないが、煮沸用土器の甕は従来の傾向と同じくカマド内及び周辺に集中する傾向が本住居址

においても看取できる。甕16-1はカマドと南壁の略中央に位置し、床面に張り付いた状態で胴上

部から口辺部にかけての半分が検出され、カマド内より胴下部が検出された。甕16-2はカマド

内より天井石に接し、やや横転気味に出土した。杯16-3は甕16-2の側床面上で検出された。

遺物 （第16図、図版十・十ー）

本住居址からは土師器・須恵器が出土している。このうち 3点が図化し得た。

土師器の器種には甕．杯があり、須恵器の器種には杯がある。

,
 
,
 

2
 

＼ 

3
 0 (I : 4) 10cm 

第16図 第2号住居址出土土器実測図
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第3表 第2号住居址出土土器観察表

闘 器種 法量 成形及び器形の特微 調 整 備 考

ロ縁部短かく「く」の字状に外傾外反し、 内） ヨコナデの後、底部付近ヘラナデ 回転実測A
(25 6) 胴上部内弯気味で、最大径は胴部中央やや 外）ロク ロヨコナデの後、胴部ヘラケズリ N• l ~12、カマト＇内

16-1 甕 く331〉 上に位置する。 (264) 

ロ縁部緩く外傾外反し、肩部が僅かに張 内）口緑部ョコナデ、胴部ナデ関整 回転実測B
(19 8) る。 外）口縁部ヨコナデの後、胴上部横位のヘラケズリ、 Noll、カマド内

16-2 甕 26 8 最大径1埠胴部中央やや上に位置する。 胴中位～胴下部斜位ヘラケス・リ、底部ヘラケズリ
(5 8) (21 2) 

杯 15 2 ロ辺部内弯して立ち上がり、端部で外反す 内外面 ロクロヨコナデ （右回転） 回転実測A

16-3 （須恵 4 3 る。 底部回転糸切り 。 1区床面

器） 7 2 底部上げ底。

し

甕16-1は北陸系の長胴甕で、外面口辺部～胴上端部にかけロクロヨコナデが施され、胴上部・

下部縦位のヘラケズリ、内面はナデ調整が行れている。接合関係にある胴下部はカマド内出土の

ため、内面一面に煤が付着して いる。また、平安時代において当地方では武蔵系の甕が主流を占

めているが、北陸系の甕の出土例が増えてきており、伝播経路等、 今後の研究にまかせたい。

甕16-2は従来の系譜をひ く甕であり、口縁部「 く」の字状から「コ」の字状へと推移する中

間期のものといえよう 。外面口縁部～頸部ヨコナデ、胴上部横位のヘラケズリ、胴中央～下位に

かけ斜位から縦位へとヘラケズリが移行し、内面ナデ調整である。、また、頸部から口縁部への変

換点が明瞭でなく、最大径が胴中央やや上部に位置することからも中間型といえる。尚、内外面

共に第二次焼成による炭化物の付着が観察でき、内面では特に胴下部に著しい。

16-3の須恵器杯は体部内弯外傾し、口縁部で外反する。底部は回転糸切りで未調成である。

胎土粒子は粗 く、焼成不良のため紫灰色であり、底部径と口縁部径の比が略 1: 2である。

以上、本住居址出土遺物は平安時代初頭の 8世紀末から 9世紀前葉の様相を示し、これらの遺

物をも って本住居址の所産期と考えたい。

（羽毛田）

3)第 3号住居址

遺構 （第17図、図版三）

本住居址は、調査区東側い一 6・7グリッ ド内に位置し、 全体層序第II層黄褐色ローム層上面

で検出された。他遺構との重複関係はないものの、撹乱によ って西側大部分を破壊されて おり、

東壁付近のみの検出であるため形態及び長軸方位等は不明で、東壁長の442cmが計測されたのみで

ある。

覆土は 3層に分割された。 1層は粘性なく、バ ミスを少量含む黒色土層、 2層は暗褐色土層で

黒色土・ローム粒子・白色粘土を少量含む。 3層は粘性なく、ローム粒子を多量に含む明褐色土
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層で壁の崩落と考えられる。確認面からの壁高は 5-51cmを

測り、床面から比較的急傾斜で立ち上がる。壁体は黄褐色ロー

ム層を利用して構築され堅固な状態である。壁溝は検出され

⑭) 

なかった。

床面は、黄褐色ローム層を踏み固めて堅緻な状態であり、

全体にほぼ平坦であるが、南に向って僅かにレベルを低下さ

せている。ピットは、東壁から30cm、北壁から100cm離れた位

置より 1個検出されたのみである。平面形態は66X43cmの楕

円形を呈し、深さは 8cmを測る。

カマドは、西側大部分が撹乱によって破壊を受けており、

東壁付近のみの調査であるため検出されなかった。

遺物の出土状況については、遺物の出土量は極めて少ない

が、北壁直下に集中している傾向が認められ、垂直分布は、

床面から10-20cm浮いた状態のものが多い。 18-1の杯も北

壁直下、床面よりやや浮いた状態で出土しており、確実に本

住居址に共伴するものとは言い難い。

遺物（第18図、図版十一）

本住居址からは、土師器・黒曜石が出土している。こ

のうち図化できた遺物は土師器杯 1点のみである。

土師器の器種には甕・杯がある。

18-1は、須恵器模倣の土師器杯で外稜を有し、いっ

たんくびれてから口辺部が立ち上がり、底部は丸底を呈

する。内面は底部にヘラナデを施した後、口辺部にヨコ

A-
A-

2m 

第17図第 3号住居址実測図

三 1

。
(I : 4) 10cm 

第18図 第3号住居址出土土器実測図

第4表 第3号住居址出土土器観察表

:~I S/;f-'11 I :~: 〉I悶閃？：二：ごこ：:0 
調整

内）底部ヘラナデの後、体部ョコナデ

外）口辺部ヨコナデ

底部ヘラケズリ

備考

回転実測B

ナデが行われ、外面は口辺部にヨコナデ、体部にヘラケズリが施される。

この他、小片のため図示し得なかったが、外面にヨコナデ、内面にナデ調整が施された土師器

甕の口縁部、外面にヘラケズリの施された土師器甕の胴部片が出土している。

以上、本住居址より外稜を有し、丸底の底部を有する須恵器模倣の土師器杯が出土しているこ

とから、本住居址の所産期は 7世紀代（古墳時代後期後葉）と考える。 （三石）
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4) 第 4号住居址

釘 R 

調査区外

A II II' 黒褐色士プロック
2 

r
I
 

..J-
A-

遺構 （第19図、図版四）

本住居址は、調査区東側あー 7• 8グリッ

ド内に位置し、全体層序第II層黄褐色ロー

ム層上面において検出された。第 1号住居

址と重複関係にあり、東壁付近を切って構

築されている。また、北東部大部分が調査

区外で未調査であり 、南西部一部分の検出

であるため、平面形態・規模及び長軸方位

1屈暗茶褐色土庖 しまりあり、粒子細かい。
2陪黒褐色土陪粘性あり 。炭化物含む。
3層淡茶褐色土屈 粘性なし。ローム粒子含む。 様高701.7m 

Q Cl :so) 2m かく、しまりのある暗茶褐色土層、 2層は

等は不明である。

覆土は 2層に分割された。 1層は粒子細

第19図第 4号住居址実測図 粘性強く、炭化物と焼土を含む黒褐色土層

で、床面直上に僅かに観察できた。確認面からの壁高は0.5-7 cmと非常に浅い。壁溝は検出され

＇し▼
し

なかった。

床面は、黄褐色ローム層上の全面に約10cmの厚さで貼床が施されている。貼床は、ローム粒子

と黒褐色土を含んだ、粒子の細かい淡茶褐色土を叩きしめて平坦に構築されており、堅緻な状態

である。

ピット・カマド等の付属施設は、住居址の一部分のみの検出であるため明らかでない。

遺物の出土状況は、本住居址の全プラソが把握できないため明確ではないが、調査範囲内にお

いては床面に散在し、特に南西コーナー付近に集中しており、さらに貼床内より出土した遺物も

同様に南西コーナー下に集中する傾向が看取される。図化 した20-1・2・5・7は南西コーナー

より出土し、 20-2・5は貼床内より出土している。20-4・6は西壁付近の床面よりやや浮い

た状態で出土し、 20-3• 10は南壁付近床面直上より出土した。この他、覆土内及び床面より僅

かに炭化物が認められ、南西コーナー下床面より獣骨が出土している。

遺物 （第20図、図版十一）

本住居址からは、土師器 ・須恵器・灰釉陶器・炭化物・獣骨が出土している。

土師器の器種には甕・杯・高台付杯があり、そのうち内面黒色研磨の施された杯・高台付杯が

圧街的に多く、甕の破片は 1点のみである。須恵器には甕、灰釉陶器には皿がある。このうち図

化した遺物は土師器10点である。

20-1-7は土師器杯である。 20-1は、底径と口径の比が 1: 2.6となる大形の杯で、口辺部
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第20図 第 4号住居址出土土器実測図

は内弯気味に立ち上がり、端部で僅かに外反する。調整は内外面右回転のロクロヨコナデが施さ

れ、底部は回転糸切により成形されている。

20-2は、口辺部僅かに内弯して立ち上がり、端部でやや外反気味となる。内面は黒色研磨が

なされており、底部周縁に一条のナデが巡る。外面は右回転のロクロヨコナデで、底部回転糸切

-26-



第 5表 第 4号住居址出土土器観察表

靡 器種 法量 成形及び器形の特微 調 整 備 考

16 2 大型杯、底径と口径の比約 1 2 6口辺部 内外面ロクロヨコナデ （右回転） 完全実測

20-1 杯 6 I やや内弯して立ち上がり、端部で僅かに外 底部回転糸切り NoS・35 

7 2 反する。 胎土赤褐色、雲母粒子含

12 8 ロ辺部内弯して立ち上がる。 内）黒色研磨 回転実測A

20-2 杯 4 1 外）ロクロヨコナデ （右回転） Nn9•23·24·25 
6 4 底部回転糸切り （離し糸切り ）

(12 0) ロ辺部直線的に立ち上がる。 内）黒色研磨「 」模様の暗文あり 回転実測A

20-3 杯 4 I 外）ロクロヨコナデ （右回転） No 2 

5 6 底部回転糸切り （離し糸り ）

(13 6) ロ辺部内弯して立ち上がり、端部で外反す 内）黒色研磨 回転実測B

20-4 杯 4 0 る。 外）ロクロヨコナデ （右回転） No33・41 

(6 6) 底部回転糸切り

02 8) ロ辺部内弯して立ち上がり、端部で僅かに 内）黒色研磨 回転実測B

20-5 杯 4 I 外反する。 外）ロクロヨコナデ （右回転） Nol8・22 

(5 6) 底部回転糸切り（離し糸切り ）

(13 4) ロ辺部直線的に外煩し、底部付近器肉厚 内）黒色研磨 回転実測B

20-6 杯 く48〉 し'o 外）ロクロヨコナデ （右回転） No38・39・貼床内

H5フク土

(14 0) ロ辺部内弯して立ち上がる。 内）黒色研磨 回転実測B

20-7 杯 (4 4〉 外）ロクロヨコナデ （右回転） Nn4・32 

高台付
7 3 ロ辺部内弯して立ち上がる。 内外面ロクロヨコナデ 完全実測

20-8 3 5 内面に僅かに黒色処理の痕跡を留める。 Null 
杯

4 6 底部回転糸切りの後、貼付高台。

高台付
内）黒色研磨 回転実測B

20-9 く20〉 外）ロクロヨコナデ Nn36 
杯

6 0 底部回転糸切りの後、貼付高台．

高台付
内）黒色研磨 回転実il'JIB

20-10 く20〉 外）ロクロヨコナデ No I 
杯

7 8 底部回転糸切りの後、貼付高台。

りにより成形されている。

20-3は、口辺部直線的に立ち上がる。内面は黒色研磨され、放射状の暗文が施される。外面

は右回転のロクロヨコナデで、底部は回転糸切りにより成形されており、やや上げ底となる。

20-4は、口辺部内弯気味に立ち上がり、端部で僅かに外反する。内面は光沢のある丁寧な黒

色研磨が施され、外面は右回転のロクロヨコナデで、底部は回転糸切りにより成形されている。

20-5は、口辺部内弯して立ち上がり、端部で僅かに外反する。内面は黒色研磨がなされてお

り、外面は右回転のロクロヨコナデで、底部は回転糸切により成形されている。

20-6は、口辺部直線的に立ち上がり、底部付近で器肉厚 くなる。内面は光沢のある丁寧な黒

色研磨がなされており、外面は右回転のロクロヨコナデが行われている。

20-7は、口辺部内弯して立ち上がり、内面は丁寧な黒色研磨が施される。外面は右回転のロ

クロヨコナデが行われている。

20-8 -10は高台付杯で、 20-8は小形の完形品である。口辺部内弯して立ち上がり、外面は

ロクロヨコナデが行われ、内面には黒色処理の痕跡が認められる。底部は回転糸切の後、高台が

貼付される。
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20-9・10は台部の破片であり、外面はロクロヨコナデで、内面は黒色研磨が施され、底部は

回転糸切りの後、高台が貼付される。

この他図示し得なかったが、内面黒色研磨の施された土師器杯、ロクロヨコナデの施された土

師器甕の口縁部、須恵器甕、灰釉陶器皿がある。また南西コーナー下床面より獣骨が出土してい

る。宮崎重雄氏の鑑定により、出土した獣骨はシカの下顎骨及び第 1 • 第 2大臼歯であり、さら

に乳歯が残存していることから幼獣であることが判明した。

以上、本住居址より出土した遺物は、須恵器が極少量で、土師器が大半を占め、そのうち内面

に黒色研磨の施された杯・高台付杯が非常に多く、甕の出土量が極めて少ない。また灰釉陶器（光ヶ

丘 1号窯）が共伴してみられることから、本住居址の所産期は10世紀前半（平安時代中葉）と考

えられる。 （三石）

5) 第 5号住居址

遺構 （第21図、図版五）

本住居址は、東区あー 4• 5グリッド内に位置し、全体層序第III層淡黄褐色土層で確認された。

また本住居址は、 310cmを測る東壁と北壁・南壁の一部のみ検出され、他は調査区外のため全プラ

ンは知り得なかった。

覆土は、暗黒褐色土層 1層

のみで、土質は粘性・しまり

を有し、僅かにローム粒子・

炭化物を含む。尚、セクショ

ン図においても看取できるが、

耕作土 I·I'•II·II'層の影

響を非常に強く受けており、

覆土は僅かに残存しているの

みであった。

壁残高は確認できる部分で

約 6cmを測り、殆どが破壊を

受けていた。また、本住居址

が南傾斜面上に位置している

ため、床面はやや南傾斜を

もった平坦面で、全体に踏み

固められていた。

B_ 

調査区 外
砂

ー

1 R
 

I
 I
 I
 

.B'. 01 

冒

1層 暗黒褐色土層 粘性あり、しまりあり。ローム粒子微盈、炭化物含む。
2層 暗茶褐色土層 粘性あり、しまりあり。粒子細かい。

3層 黒 褐 色 土 層 しまりあり 。ローム粒子・炭化物含む。
4陪 暗黄褐色土層 ローム粒子多岳含む。軽石(/Zflcm大）少品含む。

5層 茶褐色土庖 しまりあり 。ローム粒子・陶土含む。

標高701.lm

0 C 1 : BO) 2m 

第21図 第5号住居址実測図
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カマドは調査区内において検出されず、調査区外との境に出土した円磨作用を受けた安山岩 2

個はカマド構築材とも考えられる。

ピットは 3個検出された。 P1は本住居址北西コーナーに位置する。土層は 2分でき、 1層は黒

褐色土層でローム粒子と僅かに炭化物を含み、しまりがある。 2層は暗黄褐色土層でローム粒子

が多量に混入し、径 1cm前後の軽石を少量含む。壁の崩落層とも考えられる。形態は93X 111cmの

楕円形を呈し、深さ25cmを測る。 P2は南西コーナーに位置し、土層は 3層に分割できた。 1・2

層はP1に類似する。 3層は茶褐色土層でローム粒子・粘土が混入し固くしまる。形態は93Xl00cm

I・ のほぽ円形を呈し、深さ25cmを測る。用途としてはP1・P2共に貯蔵穴と考えられ、 E内より多

数の土器が出土した。 P2内からは僅かに杯22-8と杯破片が 1点出土したのみであることから、

P1といとは性格を異にした貯蔵穴と思われるが、類例が少なく、住居址付属施設を知る上で貴重

な資料となるであろう。 p3は径20cmの円形を呈し、深さは22cmを測るが用途は判明できなかっ

た。遺物の分布状況は、住居址の全プラソが把握できないため速断はできないが、甕22-1・2・ 

3・5と杯22-7・9・11、高杯22-12と羽釜22-14、他に多数の土師器片がE内に集中してい

る傾向が看取でぎる。

遺物 （第22図、図版十ー・十二）

本住居址からは土師器・灰釉陶器が出土している。このうち13点が図化し得た。

器種には土師器甕・杯・高台付杯・羽釜・灰釉陶器皿がある。

甕22-1は胴下部欠損のため全器形は知り得ないが、在地の甕とは異質の長胴甕と思われる。外

面ロクロヨコナデ、内面ナデ調整で口辺部短かく「く」の字状に外反し、口唇部に外稜を有する。

最大径は胴上部より僅かに大きい口径で、器肉の厚い甕である。甕22-2は口縁部～頸部のみ残

存で全器形を知り得ないが、在地土器の系譜をひく甕と考えられる。外面口縁部～頸部ヨコナデ、

胴部僅かに横位のヘラケズリが観察でき、内面ナデ調整で、口辺部短かく緩い「コ」の字状気味

に外反する。最大径は胴上部に位置し寸胴形の甕と思われ、外面口縁部～頸部にかけて有機質と

第 2次焼成による煤の付着が観察できる。甕22-3は当地方に出土例が少なく、口縁部～胴上部

にかけての破片のため全器形を知り得ないが、内外面共にナデ調整で、口辺部短かく、頸部～口

縁部にかけ変換点が明瞭でなく、緩いカーブで外反する。器肉が厚く、内外面共に煤の付着が観

察できる。 22-1 • 2• 3の各々系譜を異にした甕が同一住居址内から出土したことは貴重な資

料といえよう。甕22-4は底部のみの破片であるが、底部に木葉痕が二つ交差した形で観察でき

る。甕22-5は底部～胴下部のみで全容をつかめないが、内外面共にナデ調整で、また、内外面

共に煤の付着が観察でき、特に内面は著しい。

杯22-6• 7・8・9は同系譜のものと考えられ、比較的小形品で、体部内弯気味に外傾し、

内外面共にロクロヨコナデで器肉が厚く、底部と口径の比が略 2: 5である。底部外面は磨滅が
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第22図 第 5号住居址出土土器実測図

著しいが、 22-6・7の底部は回転糸切り（離し糸切り）が観察できる。また、 22-7・8は内

外面共に第 2次焼成による煤の付着が認められ、特に22-7の内面は著しい。22-10は口縁部～体

部の一部のみであり全器形は知り得ないが、内面ヘラミガキ、外面ロクロヨコナデが施され、体

部は内弯気味に外煩し、端部で外反する。胎土は灰黄褐色で、外面に僅かに有機質の付着が観察

でき、高い高台を有する高台付杯の可能性も考えられる。 22-11は底部のみであり、 内面全面に

ヘラミガキが行われた後、「十」字の暗文が施され、底部は回転糸切り（離し糸切り）が観察され
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ヨ論，9

第 6表 第 5号住居址出土土器観察表

罪 器種 法羹 成形及び器形の特徴 謁 整 備 考

＇ 
(16 2) ロ緑部短かく「く」の字状に外反し、口唇 内外面ロクロヨコナデ 回転実視IJB

22-1 甕 〈130〉 部に面取りが施される。 Nn6・29 

最大径は口径と胴上部で略同じ。 内面磨滅著しい。

(21 8) ロ緑部短かく、緩い「コ」の字状に外反す 内外面ナデ調整 回転実測 B

22-2 甕 く50〉 る。 No I• 2 

(20 8) 胴上部直立気味に立ち上がり 、口緑部は短 内外面ナデ調整 破片実測A

22-3 甕 (10 9〉 かく、緩 く外反する。 No30 
内外面共に煤付着

底部木葉痕が交差して見られる。 内）ヘラナデ 回転実測B

22-4 甕 〈21〉 外）底部周緑ヘラケズリ 貼床内

(7 0) 

内）ナデ調整 回転実測B

22-5 甕 〈55〉 外）胴下部縦位ナデ調整 Nn25・30・33 

(6 8) 内外面共に煤付粁

(ll 2) 小形杯、器肉やや厚 く、口辺部内弯して立 内外面ロクロヨコナデ 回転実測 B

22-6 杯 3 8 ち上がる。 底部回転糸切り No42、貼床内

(4 8) 

10 2 小形杯、口辺部内弯して立ち上がり、端部 内外面ロクロヨコナデ （右回転） 完全実測

22-7 杯 3 7 でやや外反する。底部内面中心凸状とな 底部回転糸切り （雛し糸切り ） NoS• 35 

4 6 る。 内外面共に煤付着

10 1 小形杯、口辺部内弯して立ち上がり、端部 内外面ロクロヨコナデ （右回転） 回転実測A

22-8 杯 4 1 でやや外反する。器肉やや厚 く、底部内面 底部回転糸切りの後、 ヘラケズリ No40 

4 0 中心凹状となる。 内外面共に有機質付着

(9 4) 小形杯、器肉やや厚 く、口辺部内弯して立 内外面ロクロヨコナデ 回転実測B

22-9 杯 く33〉 ち上がる。 Nn37 

(3 8) 

(15 2) ロ辺部内弯して立ち上がり、端部で外傾外 内）ヘラミガキ 破片実測A

22-10 杯 〈38〉 反する。 外）ロクロヨコナデ 貼床内

内外面共に有機質付着

内外面ロクロヨコナデ 回転実測A

22-11 杯 (I 8) 内面に「十」字の暗文あり Nn29 

6 8 底部回転糸切り （離し糸切り ）

内）ロクロヨコナデの後、口辺部横位のヘラミガキ 回転実測B

高台付
「+」字の暗文あり Nn21·27• 34 

22-12 
杯

く25〉 外）ロクロヨコナデ

底部回転糸切りの後、貼付高台

内面底部みこみ部に一条の沈線が施され 内外面ロクロヨコナデ 回転実測B

22-13 
皿

(I 5〉 る。 底部回転糸切りの後、貼付高台
（灰釉）

(8 8) 

直立気味の胴部に、やや上向き気味の鍔を 内）口緑部ヨコナデ、胴部縦位のナデ隅整 破片哭柳1B

22-14 羽釜 く92〉 貼付。口緑部は僅かに内傾する。 外）ナデ調整

る。 22-12は高台が剥がれているが、回転糸切りの後、高台を指頭押え（爪の痕跡有り）し、ナ

デにより密着させたことが観察でき、また内面ロクロヨコナデの後、体部周辺に幾重にも囲む形

でヘラミガキを施し、底部に「十」字の暗文が観察できる。 22-11• 12共に胎土は赤褐色で、調

整方法にも類似性が認められることから高台の有無はあるが同じ系譜の土器と考えられよう。他

に図示し得なかった高台付杯は底部が僅かに残存し、内面黒色研磨が施され、高台は貼付高台で

ある。以上本住居址には 4クイプの土師器杯が共存している。

灰釉陶器22-13は底部のみで全器形を知り得ないが、底部回転糸切りの後、付け高台であり、
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高台断面は内側は直線的、外側は内弯気味に端部で集束する。高台端部にヘラケズリが施され、

みこみ部に僅かに沈線が観察でぎる。

羽釜22-14は土師質であり、一部のみのため全器形は知り得ないが、外面と内面口縁部はヨコ

ナデ、内面胴部は縦位のナデ調整が施され、鍔は上向気味でやや長く、口縁部は内弯気味に内傾

する。また、内外面共に煤の付着が観察できる。当地方の羽釜の出土例は少なく、小諸市五ヶ城

遺跡第11号住居址、佐久市北西久保遺跡第22号住居址から出土しているが、当地方の羽釜の出現

期を知る上で貴重な資料といえよう。

以上本住居址の出土遺物には系譜を異にする甕、クイプの異なる杯、羽釜、灰釉陶器（虎渓山

1号窯期）が共存していることから11世紀前半の様相を示しており、また、須恵器が 1片も出土

していないことは須恵器の衰退時期を知る手懸りになると考えられ、これらの遺物をもって本住

居址の所産期と考えたい。 （羽毛田）

6) 第 6号住居址

遺構 （第23• 24• 25図、図版六・七）

本住居址は、西区あ・いー17・18・19グリッド内に位置し、全体層序第II層黄褐色土層におい

て確認された。本住居址は三本の斜めに走る撹乱溝（桑畝）と、昭和47年度圃場整備の際、新設

された農道によって破壊を受けており、615cmを測る北壁と東壁の一部が確認できたのみで全プラ

ソを知り得なかった。

覆土は 5層に分割され、 1層は茶褐色土層でロ ーム粒子を含みしまりを有する。 2層は明褐色

土層でローム粒子が多量に混入し、しまりを有する。 3・4層は壁崩落によるものと思われ、 3

層は暗褐色土を基調にローム粒子・パミスを含み、僅かに粘性を有する。 4層は黒色土を基調と

しローム粒子を少量含み、粘性、僅かにしまりを有する。尚、実測図からも看取できるが、本住

居址は耕作による撹乱溝、圃場整備事業等により非常に破壊を受け、北東側約半分が僅かに旧状

を留めるのみであった。

壁残高は確認できる部分で19-25.5cmを測り、床面からやや急な内弯気味傾斜をもって立ち上

がる。壁体はセクション図から看取できるが、全体層序第II層上を掘り込んでいるため崩れやす

く、 4層の黒色土を補強土にしたと考えられる。

床面は確認できる部分で 5層上面暗茶褐色土を基調にした平坦面である。 5層はローム粒子僅

かに混入し、炭化物を含む。土質はややしまりを有する。床面は全般に踏み固められ、炉址周辺

では特に堅固であった。また 5層は1.5-6 cmの堆積を測り、貼床の可能性も考えられる。

炉址は床面中央やや上部に位置すると考えられるが、前述している様に種々の破壊の影響を受

け、残存状態は極めて悪く全容を知り得ないが、掘り込み面は浅く 5cmを測り、焼土・炭化粒を
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1層 茶 褐 色 土 層 粘性なし、しまりあり 。 ローム粒子含む。

2層 明褐色土層粘性なし、しまりあり 。 ローム粒子多裔含む。

3層 暗褐色土層 粘性弱く、しまりなし。 ローム粒子・ パ ミス含む。

4陪黒色土恩粘性弱く、しまりややあり 。 ローム粒子含む。

5陪 暗茶褐色土陪 しまりややあり 。ローム粒子 ・炭化物含む。 標高7032m 
0 CI : so) 2m 
（但し、 D・D'は第25図に記載）

第23図 第 6号住居址実測図

含む。また、炉址及び周辺には炭化材が散乱した状態で出土した。

ピットは 5個検出された。 P1-Pパま柱穴と考えられ、壁下から P1は16cm、P2は60cm、p3は65

cm、p4は75cm各々離れ、間隔は北東コーナー壁下の P1-P2間113cm、P2-P3間195cm、P3-P4 

間134cmの隔たりをもって点在する。西壁側は破壊を受け柱穴が検出されなかったが、当時の上屋

構造を知る上で貴重が資料といえよう。各々の形状は、 P1は45X 50cmの楕円形を呈し、深さ15cm

を測り ~ p2は35X40cmの楕円形を呈し、深さは12cmを測る。 p3は48X 55cmの楕円形を呈し、 深さ
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26.5cmを測り、 Pパま30X 35cmの楕円形を呈し、深さ

17cmを測る。断面形は P1•P2•P4は浅い「U」字

状を呈し、 Psはテラスを有する。 Psvま15X 20cmの楕

円形を呈し、深さ11cmを測り、断面形は浅い「U」

字状を呈するが用途は不明である。

遺物の分布状況は、本住居址の全プラソが把握で

きないことと、遺物の出土量が少ないことから速断

はできないが、北壁・東壁下周辺に点在している小

型器台26-5、杯26-7、 ミニチュア高杯26-8、

北西コーナーより小型器台26-4、鉢26-6、炉址

と北壁の中間より甕26-1、壺26-2、小型高杯

26-3、搬入礫27-9が検出されており、以上のこ

とから北壁下に遺物の集中する可能性も考えられる。

また、調査範囲内において甕26-1と小型高杯
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1屈赤褐色土陪粘性なし、粒子細かい。

焼土主体、褐色土含む。

2限 明褐色土層粘性なし、粒子細かい。

3層 黒褐色土庖 粘性なし、粒子細かい。炭化物多益含む。

標高703.lm
Q (I : 30) 50pm 

第24図 第6号住居址炉址実測図

26-3とは特異な出土状態で出土した。その旧状は高杯の逆位脚部内に甕の正位底部が置かれて

いたか、その逆の状態を窺わせるものである。 これに近い例として所産期は異なるが、佐久市西

裏遺跡第 1号特殊遺構の壺と高杯の出土状態に近似性が認められる。 これらの資料は器と器の

セット、 また、利用法を知る上での一示唆になると思われる。

遺物 （第26・27図、図版十ニ・十三）

本住居址からは土師器 ・搬入礫、混入遺物として縄文土器片・弥生土器片・中世陶器片・打製

石斧・角釘等が出土した。 このうち13点 （実測図12点、拓影図 1点）が図示し得た。

器種には甕・小型高杯・鉢・ミニチュアの高杯等がある。

甕26-1は輪積み成形で頸部は強く屈曲 し、 ロ縁部はやや外弯し大きく外傾する。底部が張り

やや球状を呈する。最大径は胴上部に位置し、胴下部～底部にかけて外反気味に収束し、底部は

平坦である。外面は口縁部ヨコナデ、頸部縦位の短かいハケメ調整、胴上半部に斜位のハケメ調

整が幾重にも施され、胴下半部には縦位のヘラミガキが行われる。内面は口縁部ヨコナデ、胴部

にはハケメ調整の後、粗いヘラミガキが横位に施されている。 また、内外面共に煤が付着してお

り、胎土に雲母粒子が観察できる。この甕は東海系の影響を受けながらも、調整方法において前

時代の影響が強く窺われ、在地性がまだ拭いきれない土器といえよう。壺26-2は輪積み形成で

ロ縁部～頸部にかけて欠損しているため全器形は知り得ないが球胴形を呈し、底部で強く収束す

る。底部はやや凸気味の平底で、底部周縁に明確な稜が認められない。外面胴部は縦位のヘラミ

ガキ、内面は胴上部横位のヘラナデ、胴中央は細かいハケメ調整が横位に施されている。内外面
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第25図 第 6号住居址遺物出土状況実測図
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第26図 第 6号住居址出土土器実測図

共に煤が付着し、胎度に雲母粒子が観察できる。この土器からは外来系土器の定着化が窺われる。

小型高杯26-3は池畑遺跡第 1号住居址出土の小型高杯の系譜をひく小型高杯と考えられ、椀

形を呈し内面口縁部に沈線が観察できる杯部に、「ハ」の字状に大きく開く脚部の付いた高杯で、

脚部に 3孔を有し、脚部裾端部内面に僅かなかえりを有する。外面調整は杯部脚部共に丁寧なへ
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第27図 第 6号住居址出土土器拓影図及び石器 ・鉄製品実測図

第 7表 第 6号住居址出土土器観察表

闘 器種 法量 成形及び器形の特徴 翡 整 備 考

ロ縁部「く」の字状に強く外傾外反する。 内）口緑部ョコナデ 完全実測

20 6 扇部が張り、最大径は胴上位に位置する 胴部9ヽケメの後、横位のヘラミガキ No 1 -24・31-61・83・89 

26-1 甕 28 8 
(:/.7 0)。 外）口緑部ョコナデの後、縦位 9 ケヽメ 内外面共に煤付着

9 4 
胴上半部斜位 9ヽケメ、胴下半部縦位ヘラミガキ

底部ヘラミガキ

胴部は球胴形を呈し、最大径は胴中位に位 内）胴中位～胴下部 9ヽケメの後、胴中位～胴上部へ 回転実測A

置する (28.2), ラミガキ Nn62~81・84~88 

26-2 壺 く255〉 外）縦位ヘラミガキ 胎土に雲母を含む。内外面

6 6 
共に磨減著しく、煤付着

杯部は碗形を呈し、脚部は大きく「ハ」の 内）杯部斜位の丁寧なヘラミ カ・キ、脚部上部に紋りが 完全実測

12 6 字状に開く。脚部に径 12•• 前後の円形の みられる。裾部ヨコナデ No25• 26• 27・28・29・30 

26-3 高杯 11 9 
すかし孔を 3個有する。口径と底径の比は 外）杯部 ・脚部共に縦位のヘラミガキ 胎土明赤褐色

(18 4) 1 1 4。

(8 8) 小形器台、器受部皿状を呈し、 口緑部直立 内外面赤色塗彩 回転実測B

26-4 器台 (2 0〉 気味に立ち上がる。 Nn96 

脚部大き く 「ハ」の字状に開く 。中央に径 内）脚上部横位ヘラケズリ、下部ョコナデ 回転実測B

9 mmの貫通孔を有し、脚部に径 15mmの円 外）裾部ヨコナデの後、縦位ヘラミガキ Nn90 

26-5 器台 (7 1〉 形のすかし孔を 3個有する。 胎土明赤褐色

(13 0) 
ヽ

9 3 小形杯、口辺部やや内弯して立ち上がり、 内）口縁部ヨコナデ、 口辺部縦位ヘラミカ・キ 完全実測

26-6 鉢 4 5 端部でわずかに屈曲する。 外）口縁部ョコナデの後、口辺部縦位のヘラミ カ・キ No93 

2 5 
底部ヘラケズリ 胎土明赤褐色

杯
内）横位ヘラナデ 回転実iJIIJA

26-7 〈20〉
外）縦位ヘラナデ、底部ヘラケズリ Nu105 

(?) 
3 2 

高杯 3 0 手捏ね 内外面赤色塗彩 完全実測

26-8 （ミニチ (I 7〉
Nal09 

ュア）
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ラミガキ、杯部内面は体部～口縁部にかけて斜放射状に丁寧なヘラミガキを施した後、底部に放

射状の丁寧なヘラミガキを施す 2工程のミガキが観察できる。脚部内面はナデ調整が施されてい

る。

小型器台26-4は器受部のみの破片であるため全器形は知り得ないが、口縁部は外稜をもって

立ち上がり、器受部と脚部の間に貫通孔を有し、内外面共に赤色塗彩が施されている。

26-5は脚部のみで器受部の形状は知り得ないが、器受部と脚部の間に貫通孔を有し、脚部に

3孔を有する。脚部は「ハ」の字状に大きく開き、外面調整は縦位のヘラミガキ、内面脚上部へ

ラケズリ、中央部～裾部にかけてナデ調整が行われ、無彩である。このように本住居址からは、

2クイプの小型器台が出土している。

鉢26-6は小形品で底部は平底である。底部と口径の比が略 2: 7で、体部は内弯気味に外傾

し、不明瞭ではあるが口縁部において更に屈曲し内弯外傾する。外面調整は口縁部ヨコナデ、体

部縦位のヘラミガキ、底部ヘラケズリ、内面は口縁部ヨコナデ、体部は放射状にヘラミガキが施

されており、胎土に輝石・石英・雲母を含んでいる。この土器は調整・形態から在地の影響を強

く残した鉢といえよう。

ミニチュアの高杯26-8は脚部が欠損しているが、口径は 3cmを測り、内外面共に赤色塗彩が

施される手捏である。

石器において搬入礫27-9は粘板岩製で全面に研磨痕が認められ、類似するものが池畑遺跡第

2号住居址より出土している。砥石27-10は泥岩製で、使用面は 1面で、被研磨痕と数条の刻線

が観察でき、仕上げ砥石と考えられる。

混入遺物として打製石斧27-11は基部のみ残存で石質は玄武岩である。縄文土器として27-13

は縄文後期前葉加曽利IVに比定される深鉢の破片と思われ、他に図示し得なかったが、縄文土器

が一片出土していることから本遺跡周辺には縄文時代の遺構が存在する可能性が大である。他に

角釘27-12が出土した。

以上、本住居址内出土の小型高杯・小型器台・甕．壺から 4世紀後半の土師器に類似性が認め

られ、これらの遺物をもって本住居址の所産期と考えたい。 （羽毛田）

第 2節特殊遺構

遺構 （第28• 29• 30図、図版八）

本遺跡からは 3 基の特殊遺構が検出された。いずれも調査区東側に位置し、第 1 • 2号特殊遺

構は全体層序第III層淡黄褐色土層上面において検出され、第 3号特殊遺構は調査区東側において

全体層序第 I層耕作土直下にみられた黒色土上面において確認された。また畑の耕作等による撹
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1層 暗褐色土陪 粘性あり、しまりあり。ローム粒子・

軽石粒(0.2-0.Scm大）含む。炭化物微壷含む。
標高700.Sm

Q (I : 80) 2m 

第28図 第1号特殊遺構実測図 2m 

第29図 第2号特殊遺構実測図

乱を受けており、底面付近まで破壊されている。

第 1 号特殊遺構は、いー 5• 6グリッド内に位置し、第 2号土坑に東壁の一部を切られる。平

面形態は、東西250cm、南北258cmを測る隅丸方形を呈する。覆土は、粘性・しまりを有し、ロー

ム粒子・径0.2-0. 5cm大の軽石・僅かに炭化物を含む暗褐色土層 1層のみである。畑の耕作によ

り、底面付近あるいは底面まで破壊されている。

底面はほぽ平坦でややしまりを有する。壁は北壁東側一部が確認されたのみで、 0-8crnを測

り、緩い煩斜で立ち上がる。ピットと付属施設は、底面・壁外周において確認されず、本遺構の

性格は不明であり、遺物の出土状況も、覆土中より土師器甕・杯の小片 4点が出土したのみであ

る。

第 2 号特殊遺構は、あ・いー 3·4 グリッド内に位置する。第 3 号特殊遺構• 第 1号土坑と重

複関係にあり、第 3号特殊遺構に東壁付近を、第 1号土坑に北西隅を切られる。さらに耕作等の

撹乱を受け、西壁付近一部は底面まで破壊されている。

平面形態・規模及び長軸方位は、北壁・南壁・西壁の一部が検出されたのみであるため、南北

長303cmが計測できたのみで他は不明である。覆土は、ローム粒子を僅かに含む黒褐色土層とロー

ム粒子を多量に含む淡茶褐色土層の 2層に分割された。

壁は非常に緩やかな傾斜で立ち上がり、南東隅に僅かな平坦面が認められる。深さは10-16cm

を測り、底面は凹凸が著しく軟弱な状態である。

ピット等の付属施設は検出されなかった。

遺物の出土状況は、覆土中より土師器・須恵器の杯が 2点出土したのみである。

第 3 号特殊遺構は、わー 2• 3 、あー 2·3• 4 、いー 2• 3グリッド内に位置する。第 2号
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遺構の東壁付近を

切って構築される。

また幅40-50cmの畑

の畝により覆土上面

を東西に破壊され、

さらに南東部は調査

区外のため未調査で

ある。

平面形態は、不整

方形を呈すると考え

られ、規模・長軸方

位等は不明である。

覆土は 3層に分割

された。 1層は粘性

強く、しまりがあり、
1庖黒色土陪粘性強く、粒子細かい。ローム粒子・炭化物微益含む。

這 黒 褐 色 土 庖 しまりあり、粒子細かい。ローム粒子多拉含む。 標高7008m 値［力ゞにこローム泡［子こ．
3居 暗茶褐色土陪 しまりあり、粒子粗い。ローム粒子微茄含む。 0 (1 : so) 2m 

炭化物を含む黒色土

層、 2層は黒褐色土

層で、粒子細かく、ローム粒子を多量に含む。 3層は粒子粗く、しまりがあり、ローム粒子を僅

かに含む暗茶褐色土層で、 1層中南端部に僅かに観察された。

第30図 第3号特殊遺構実測図

確認面からの壁高は、 0-28cmを測り、底面は凹凸を有し軟弱な状態であり、緩やかな傾斜で

立ち上がる。

本遺構も他の 2基の特殊遺構と同様にピ ット等の付属施設が検出されず、遺物も覆土中より土

師器が 4点出土したのみであるため性格及び所産期など不明であるが第 2号特殊遺構を切ってお

り、また、全体層序第 1層耕作土直下の黒色土より構築されていることから、新しい時期の遺構

であると考える。

遺物 （第31図）

第 1号特殊遺構には図示できた遺物はなく、土師器甕の胴部片が 1点、外面にヨコナデの施さ

れた口縁部に位置する小片が 1点、ロクロヨコナデの施された土師器杯の口辺部の小片 2点の 4

点が出土したのみである。
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第31図 第2号特殊遺構出土土器実測図

第 2号特殊遺構からは、土師器 l点と須恵器 1点が出土

しており、器種はいずれも杯である。このうち土師器杯 1

点が図化できた。

30-1は土師器杯で、口辺部は内弯して立ち上がり、端

部で僅かに外反し、不明瞭な内稜を有する。内外面にロク

ロヨコナデ調整が施されており、底部は回転糸切りにより

成形される。また須恵器杯は小片のため図示し得なかった

第8表 第2号特殊遺構出土土器観察表

罪 I器種 I法羹 成形及び器形の特徴 調 整

(12.4) 口辺部内弯して立ち上がり、端部で僅かに 内外面ロクロヨコナデ

30-1 I 杯 I 4。1外反気味となる。 1 底部回転糸切り

(4 .0) 

備

破片実測A
Nn2 

考

が、内外面ロクロヨコナデ調整で底部は回転糸切りにより成形される。

第 3号特殊遺構には図示できた遺物はなく、土師器が 4点出土したのみである。器種はいずれ

も甕で、頸部に位置する小片 1点と胴部片 3点である。

以上、上記の遺物は覆土中より散慢な状態で出土したものであり、その所産期を決定する資料

とはなり得ないため 3基の特殊遺構の所産期は不明である。 （三石）

第 3節土坑

遺構（第32・33図、図版八）

本遺跡から検出された土坑は総数で 9基を数える。これらの土坑のうち第 1-3号土坑は調査

区内東側に位置し、第 4-9号土坑は西側に位置する。また第 1・3号土坑は全体層序第II層黄

褐色土層上面より検出され、第 2• 4 -9号土坑は全体層序第III層淡黄褐色土層上面において検

R 
@ ~I~I 

B~B' 冒
A-

1陪 黒茶褐色土恩 粘性なし。ローム粒子・パ ミス含む。

゜
標高700.3m
(1 : 60) lm 
' '  

<C!¥ 

B B' ---
~I 

D1 

1陪 淡黒褐色土層 ローム粒子・軽石(ff0.5-!cm大）含む。 標高700.Bm

9 C 1 : 60) l_m 

D2 

第32図第 1 • 2号土坑実測図
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“ 1庖 淡黒褐色土恩 しまりあり、粒子細かい。

2附 暗黄褐色土陪 ローム粒子多羅含む。

標高700.4m

0 Cl : 60) lm . . 

D3 

゜

R 

8's~,; 

A s 

一鵬一
N. 

l陪黒褐色土庖粘性あり。

ローム粒子微拉含む。

゜
揉高702.Bm
(l : 60) lm 
' .  

D5 

A 

A N. 

―翫~疇―
1磨 暗茶褐色土陪 ローム粒子多蓋、

炭化物微量含む。
粒子祖い。

゜
標高702.7m 

↑ Cl : 60) l_m 

1層 暗茶褐色土恩 ローム粒子多盆炭化物徴盆含む。

2陪黒褐色土隈粘性ややあり、炭化物含む。

゜
標高702.7m 

Cl : 60) lm ．．  

1層黒色A員已子細力し
(1 : 60) ． ． lm 

D4 D7 

調査区外

B
-

[
 

B
-

A-

1愚 暗黒褐色土陪 しまりあり、粒子細かい。炭化物微量含む。(D9)

2陪黒色土陪粘性あり、しまりあり。粒子細かい。(D9) 

3陪 黒褐色土陪 粘性あり、ローム粒子・炭化物微盆含む。(DB)

゜
標高703.4m

(I : 60) 2m 

D6 
D8・9 

第33図第 3~9号土坑実測図
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第9表 宿上屋敷遺跡土坑一覧表

平面プラ ソ

迫構名 検出位置 長軸方位 断面形 深 さ 備 考

形 態 長軸長 短軸長

DI し,-4 楕円形
(cm) (cm) 

N-89'-E 皿状
(cm) 

T2と重複関係にある。
220 106 3 -12 

D2 あ • し •-5 ·6 楕円形 270 102 N-5 -W  逆台形 0 -19 5 2住 ・T1と重複関係にある。

D3 わ• あー 2 不整形 144 120 N-39"-E 半円形 10-37 

D4 し--23 隅丸長方形 158 108 N-21"-E 逆台形 12 5-21 

D5 あ • し‘―25 楕円形 134 112 N-80"-E 皿状 14-18 
DBと重複関係にあり、西側

を切られる。

D6 あー25・26 隅丸方形 130 130 N-16"-E 逆台形 11 5-15 

D7 わ • あー21・22 不整楕円形 212 120 N-61'-W 逆台形 33-41 5 

D8 し,-25 不整楕円形 220 逆台形 76-78 
D 5・9と重複関係にあり、 D
9に西側を切られる。

D9 しヽ—-25 ·26 皿状 11-17 
DBと重複関係にある。

西側大部分が調査区外。

出された。第 5・8・9号土坑は重複関係にあり、その新旧関係については、 D5→ D8→ D9 

の順に構築されたことが確認された。第 9号土坑は西側大部分が調査区外であり、規模・形態等

は不明である。また第 1•2•4•5·6•9 号土坑など、畑の耕作・道路等による撹乱を受け

ているため、確認面からの壁高が 0から約20cmと極めて浅いものが多い。

遺物の出土状況は、第 1·2·3• 6·7 号土坑では遺物の出土はなく、第 4• 5• 8• 9号

土坑で覆土内より小片が極く少量出土したのみである。

尚、各土坑の詳細については第11表宿上屋敷遺跡土坑一覧表にまとめて記した。

遺物

第 4• 5• 8• 9号土坑より土師器・須恵器・土鍋片が出土しているが、いずれも小片で図化

できたものはない。

第4号土坑からは土師器の小片が 2点出土したのみである。第 5号土坑からは土師器・須恵器

が出土している。土師器の器種には甕と杯があり、須恵器には内外面ロクロヨコナデの施された

杯がある。第 8号土坑からは土師器・土鍋が出土している。土師器には外稜を有し内面黒色研磨

された杯と甕の底部片がある。土鍋は口縁部が直立するものと、やや外傾するものとの 2個体が

ある。第 9号土坑からは土師器の小片 1点と土鍋片が 2点出土した。

以上これらの遺物は覆土中より散慢な状態で出土したものであり、混入遺物と考えられ、その

所産期を決定する資料とはなり得ないため、各土坑の所産期は不明である。第 2号土坑は第 2号

住居址と重複関係にあり、その新旧関係より少な くとも第 2号住居址より新しい時代の土坑であ

る。 （三石）
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第 4節 攪乱内・グリッド及び表採遺物について

（第34• 35• 36図、図版十三）

撹乱内出土遺物については、

昭和47年度圃場整備事業によ

り埋土を行った際の包含遺物

が殆どであり、その埋土は本

遺跡西側圃場整備田以前の土

からの持ち込みである。撹乱

内遺物には弥生土器、土師器、

須恵器、石鏃、中世～現代に

かけての陶器・磁器・瓦等を

含む。そのうち 3点が図示し

得た。

34-1は土師器甕で底部と

底部周辺のみの破片である。

底部は平底で、外面にハケメ

調整、底部にヘラケズリの後、

擬木葉痕風の跡が観察できる。

土師器杯34-2は口縁部

～底部周縁の破片で、外面は

横位のヘラミガキ、内面は黒

色研磨が施されている。底部

は偏平な平底に近い丸底と思

われ 7世紀末-8世紀初頭の

ものと考えられる。

石鏃35-1は、先端欠損の

凹基無茎鏃で挟りやや浅 く、

逆剌はやや鋭く、細味であり

石質は黒曜石である。

グリッド及び表採遺物につ

いては、縄文土器、弥生土器、

ヽ氾:✓

第34図 攪乱内出土土器実測図

・＂＂＂ハ

ハ
日
日
H
v

犀
扇
＜ここ＞

0 (2 : 3) 2cm 
I I I 

第35図攪乱内出土
石器実測図

゜
Cl: 4) 10cm 

□ -;-~ /／
3

口4

｀`ー：
 

2
 

゜
Cl : 4J 10cm 

第36図 グリッド・表採土器実測図
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第 10表 撹乱内出土土器観察表

靡 器種 法量 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

底部凝木葉痕 内）横位・斜位のヘラナデ 回転実測B
34-1 甕 く30〉 外）縦位ハケメ

7 2 

(17 0) ロ辺部と底部の稜が不明瞭であり、口辺部 内）黒色研磨 破片実測A

34-2 杯 4 5 は直線的に外傾する。 外）横位ヘラミガキ、底部ヘラミガキ

第 11表 グリッド・表採土器観察表

靡 器種 法量 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

器高低く、口緑端部で短かく外反する。ロ 内外面ロクロヨコナデ、 回転実測B

皿
(12 6) 唇部はやや玉縁状を呈する。台部短かく 底部回転糸切りの後、貼付高台、 あー 2グリッド

36-1 
（灰釉）

2 I 「ハ」の字状に開く。 釉は浸しがけによる。
(6 6) 

「ハ」の字状に大きく開き、径 10~13 mmの 内）杯部赤色塗彩、脚部ナデ調整＇ 完全実測
円形のすかし孔を 3個有する。 外）赤色塗彩 B区表採

36-2 高杯 〈57〉 脚部内面に僅かに赤色顔
10 8 料付着。

内耳
(27 6) 焙烙、器高低く、体部内弯して立ち上がる。 内）ナデ調整 破片実測A

36-3 5 5 貼付による内耳を有する。 外）底部周縁ヘラケズリ、胴部ナデ調整、内耳貼り付 B区表採
土器

(21 6) け部は指頭押えによる。 内外面共に煤付着

内耳
土鍋 内外面ナデ調整 破片実惧IJB

36-4 く75〉 外面に煤付着
土器

土師器、灰釉陶器、内耳土器、＇ 中世～現代にかけての陶器・磁器が出土し、そのうちの 4点が図

化し得た。以上のことから本遺跡は縄文時代から現代にかけて、いくつかの間断はあったものの、

長期にわたっての複合遺跡と考えられよう。

灰釉陶器皿36-1は、回転糸切りの後高台が貼付され、釉は浸しがけである。高杯36-2は、

脚部のみであり、外面は赤色塗彩が施され、 3孔を有する。内耳土器と して36-3• 4が出土し

ており、 36-3は体部が浅く焙烙であり、 36-4は内耳部のみの破片であるが土鍋の可能性が考

えられる。 （羽毛田）
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第v章下川原・光明寺遺跡の遺構と遺物

第 1節 竪穴状遺構

1) 第 1号竪穴状遺構

遺構（第37図、図版十五の 1・2)

本遺構は第 1調査地区の台地上のほぽ中央、え～かー 4-6グリッド内に位置し、全体層序第

IV層黒褐色土を掘り込んで構築されている。第 1• 2号溝状遺構、第 1・2号井戸址、第 4号土

坑と重複関係をもち、これらに南東部、北西部、北壁の一部を破壊されている。また、東壁、南

壁は斜面下部にあたるため、既に大方が削平されている。

プラソはいづれも推定値であるが南北の長軸長10.32m、東西の短軸長9.52m、東壁長8.56m、

西壁長10.56m、南壁長7.84m、北壁長7.84mのやや崩れた方形を呈し、長軸方位はN-T-Eを

さす。床面積は93.7面をはかる。

覆土は 5 層からなる。いずれの層にも炭化物の混入が顕著である。第 1 -3•6•7 層は黄褐

色火山灰を主体としており、本遺構覆土の主体を占める。第 4層は黒褐色土をベースとしており、

第 2• 3層中に僅かにみられる。第 5層は焼土主体でやはり僅かに堆積する。

確認面からの壁高は30-77cmをはかり、床面からの立ち上がりは緩やかである。壁体は地山の

黒褐色土層を利用して構築されており、堅固である。

床面も／地山の黒褐色土層上にあり、黄褐色火山灰が貼りしめられている。極めて堅固である。

また、炭化物が床面に密着した状態で濃密に分布している。

ピットは 4個検出されたが性格は不明である。また、東壁から北壁下にかけては長さ50-60cm

位の偏平な礫が各所に置かれており、礎石の役割を果していたことも想定できる。

その他の施設は確認されなかったが、本遺構は建物址であった可能性が強い。

遺物の出土状況

本遺構からは土師質土器、陶磁器、石製品が出土しており、土師質土器小皿の出土量は極めて

多い。 （これらの遺物は床面上から出土したものはなく、すべて10-20cm浮いた覆土内から出土し

たものである。）また、北東コーナ一部には小礫が濃密に分布しているが、床面からはかなり浮い

た状態で出土しており、本遺構との関連性は薄い。

遺物 （第38・39図、図版十八の 1-3・9、十九の 1、二十の 5)
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（層序）

1、明黄褐色土 粘性なし、粒子は粗い。バミス粒子を多く含む。

2、黄褐色土粘性なし、粒子は粗い。 i-2cm程のバミスを多少、含む。

2'、黄褐色土 1層をベースに炭化物を多く含む。

3、暗黄褐色土 粘性ややあり、粒子は密。パミ ス粒子を多少含む。

4、黒褐色土粘性あり、炭化物を多少含む。

4'、黒・色 土 3層をペースに板状炭化物を非常に多く含む。

5、 焼 土

6、暗茶褐色土 粘性ややあり、粒子は密。炭化物を多少含み、ローム ・パミス粒子をわずかに含む。

7、茶褐色土粘性なし、粒子は粗い。 l-2cm程のパミスを多く含む。 c
 

@
o
 

命

じ

゜
第 2号井戸址

------
-------------------

---― -----B 

＇ ヽ
，
 
ヽ
ヽ

井戸址2

゜
標高709.9m

(I : 80) 4m 

利

R 

第37図 第 1号竪穴状遺構実測図
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第38図 第 1号竪穴状遺構出土土器実測図
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第 12表 第 1号堅穴状遺構出土土器観―察表

靡 器種 法量 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

ロ辺部は浅く、短く大きく開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実惧IJB
小皿 (7 8) 底部は回転糸切りの後ヘラナデ？ No 5・ 東西ペルト内 口唇部

38-1 土師質 11 の一部に油煙付着胎土は

土器 (5 4) 白く、きめ細かい。

｀ 小皿 (12 8) ロ辺部は長く、内弯気味に開く。 内外面ともにヨコナデが施されている。 破片実測A
38-2 土師質 2 8 胎土はきめ細かく、白色を

土器 (7 4) 基調とする。

小皿 (7 6) ロ辺部は浅く、内弯気味に短く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

38-3 土師質 I 5 底部は回転糸切りの後ケスり？ V区

土器 (4 6) 胎土は白く 、きめ細かい。

小皿 (8 2) ロ辺部は浅く、直線的に短く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

38-4 土師質 I 5 器肉は厚い。 底部は回転糸切りの後ケズリ？ IV区

土器 (6.8) 胎土はきめが粗い。

小皿 (8 4) ロ辺部は浅く、内弯気味に開く。 内外面ともにョコナデ 回転実測B

38-5 土師質 1 6 底部は回転糸切り。 Nu 2 

土器 (5 8) 胎土はきめが粗い。

小皿 (8 6) ロ辺部は浅く、直線的に短く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

38-6 土師質 1 5 器肉が厚い。 底部はナデ？ IV区

土器 (7 0) 胎土はきめが粗い。

小皿 (8 6) ロ辺部は浅く、内弯気味に開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

38-7 土師質 1 3 底部はナデ？ II区・ III区

土器 (7 0) 胎土はきめが粗い。

小 皿 (8 6) ロ辺部は浅く、直線的に開く。 内外面とも にヨコナデ 破片実測A

38-8 土師質 1 4 還元焼成のためか色調が

土器 (6 8) 灰褐色を呈する。

小 皿 (11 2) ロ辺部は深く、内弯気味に長く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

38-9 土師質 2 8 底部は回転糸切り？ 胎土は粗い。

土器 (6 8) 

青白磁
貼付による高台を有する。 内外面ともに ロクロヨコナデ 回転実測B

38-10 〈32〉 Nn 6 
四耳壺

(4 0) 明緑色の施釉がなされる。

椀
(10.6) ロ縁部は外反し、 口唇部には面取 りがされ 内外面とも ロクロヨコナデ 回転実測B

38-11 〈26〉 ている。（口はげ） IV区
白磁 ロ唇部を除き施釉

，
訳’
_＼□

し
）

隠
—

|
し

l
9し

0 2 

こ
0 C 1 : 3) 5cm 

第39図 第 1号竪穴状遺構出土石器実測図
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本遺構の出土遺物には土師質土器、陶磁器、砥石がある。土師質土器の器種は小皿のみに限定

される。白味を帯びるきめの細かい胎土の38-1-3と、赤味を帯びるきめの粗い38-4 -7• 

9、灰褐色を呈する38-8がある。 38-4 -8は形態、法量（口径8.2-8.6cm、器高1.3-1. 5cm、

底径6.8-7.Ocm)がほぽ一致する小型の一群である。同じ胎土を有する38-9は口径11.2cm、器

高2.8cm、底径6.8cmの大型品である。白色の胎土をもつ38-1-3の形態、法量はバラエティー

に富む。 38-1・3は小型品で38-1が口径7.8cm、器高1.1cm、底径5.4cm、38-3が口径7.6cm、

器高1.5cm、底径4.6cmをはかる。38-2は大型品で口径12.8cm、器高2.8cm、底径7.4cmをはかる。

陶器は常滑系の甕、珠洲系の小型壺、古瀕戸系の平椀などがみられる。常滑、珠洲系の年代は

はっきりしないが、古瀬戸平椀は14世紀以降に年代が求められるという。

磁器は白磁、青白磁、青磁がある。いずれも龍泉窯系の製品である。白磁の器種には口条ljげの

椀38-11、皿がある。 13世紀後半から14世紀前半代の製品である。青白磁の器種には壺（影青）

38-10がある。白磁と同年代の製品である。青磁の器種には椀があり 、鏑連弁文が施されるもの

もみられる。年代は白磁、青白磁とやはり同様である。

石製品には砥石と不明品がある。 39-1は砂岩製で重さ89.2gをはかる。 39-2は粘板岩製の

小型品で用途は不明である。

以上、本遺構から出土した遺物は陶磁器の年代を参考にすると 、13世紀後半-14世紀前半以降

に位置づけることができるが、在地系の土師質土器小皿の分析を行わなければ明確な位置づけは

できない。従って、本遺構の所産期についてもここでは漠然と中世としておきたい。 （小 山）

第 2節溝状遺構

1)第 1号溝状遺構

遺構 （第40図、図版十六の 1)

本遺構は台地上の南部、う～かー 2~ 5グリッド内に位置し、全体層序第IV層黒褐色土層上に

流出して堆積した黄褐色土上から検出された。第 1号竪穴状遺構、第 2号井戸址と重複関係をも

ち、これらを破壊する本遺跡内で最も新しい年代を有する遺構である。このことは、地元の人々

の証言からも明らかであり、約20年程前までは畑のせぎとして使用されていたという。

ほぽ東西方向に横走する溝で、緩斜面となっている地形に従って東から西へ向ってレベルを低

下させているが、耕作土を除去したために、西端部の割り込みは既に失われている。

検出長25.2m、幅75~152cmをはかり、断面形は緩いU字形を呈する。深さは 0~41cmをはか

る。

覆土はくすんだ淡褐色土 1層のみからなる。
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遺物の出土状況

本遺構からは土器、石製品が出土しているがその量は極めて少ない。分布状況も極めて散漫で

共伴性も薄い。

遺物 （第41図、図版十九の 6)

本遺構の出土遺物には須恵器、磁器、石製品がある。

須恵器の器種には甕、杯がある。甕は平行叩きが施されるものが一片のみみられる。杯41-1

は口径14.8cmをはかり、ロクロヨコナデ調整が施されている。

磁器には14世紀代の龍泉窯系の椀がある。

石製品は五輪塔の風・空・火の部分があり、極く現代に製作されたものと考えられる。

（小 山）

@ 

s
 

0 (I : 200) 4m 
. . 

第40図 第 1号溝状遺構実測図

ニ ニ
(I : 2) 10cm 

第41図 第 1号溝状遺構出土土器実測図

第 13表 第 1号溝状遺構出土土器観察表

靡 器種 法旦 成形及び器形の特徴 調 整 I 備 考

杯
(14 8) ロ辺部は内弯気味に大きく開く。 内外面ともにロクロヨコナデ I回転実測B

41-1 須恵器 〈36〉 II区
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2)第 2号溝状遺構

遺構（第42図、図版十六の 2-4) 

本遺構は調査区の台地上北側、お～き

-4グリッド内に位置し、全体層序第IV

層上に流出して被覆する黄褐色土層上か

ら検出された。東側へやや傾くもののほ

ぽ南北に縦走する溝で、北側は調査区外

まで更に長く伸びると考えられる。南側

は第 1号竪穴状遺構と重複するが、撹乱

の激しい箇所であるため、大方が破壊さ

れており、新旧関係は明確でない。

検出長は10.zm、幅80-114cmをはか

り、断面形は底面が平坦で逆台形状を呈

する。確認面からの深さは20cm内外をは

かり、地形と同様に北から南へ向ってレ

ベルを低下させている。

覆土はカーボ‘ノ粒を多量に含む淡褐色

土 l層のみからなり、底面付近では黄色

の砂粒の含有量が濃密となる。水の流れ

があったことも想定できよう。

遺物の出土状況

本溝の底面東・西両側には径30cm内外

の偏平な河原石（安山岩）が整然と配置

されている部分がある。北側部分は往時

から配置がなかったようであるが、南側

へ続く配石は撹乱をうけて破壊されたよ

うである。遺物は土師質土器小皿のみで

散漫に分布している。ほとんどが、底面、

側壁に密着した状態で出土しており、北

側に集中する傾向が看取できる。

'43-2は配石下から検出されている。

。

R 

p: 

翫

u
 

瓢

c
 

c
 

瓢疇＇
（屈 ・序）

］．淡褐色土

カーボ｀ノ粒子を多産に%5mm前後

の黄色砂粒を少羹含み、きめが粗

＜粘性は弱いがかたくしまる。

標高710.7m 
Cl : 60) 2m 

第42図 第2号溝状遺構実測図
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第43図 第 2号溝状遺構出土土器実測図

第 14表 第 2号溝状遺構出土土器観察表

闘 器種 法羹 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

小皿 (8 2) ロ辺部は浅く、内弯気味に短く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B
43-1 土師質 I 6 底部は回転糸切りの後ヘラナデ？ No3、胎土は白味をおび、き

土器 (6 0) I め細かい。

小皿 (8 4) ロ辺部は浅 く、内弯気味に短く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B
43-2 土師質 I 4 底部はナデ？ No 4、胎土は白味をおび、

土器 (6 0) きめ細かい。

ロ辺部は浅く、内弯気味に短く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B
小皿 (7 6) 底部は回転糸切り 9 1区

43-3 土師質 1 2 外面に油煙付着
土器 (5.4) 他に比べ胎土のきめが祖

し`

小皿 ロ辺部は深 く、内弯気味に長く開く。 内外面ともにヨコナデ、 破片実測B
43-4 土師質 (3 3〉 底部は回転糸切り？ No 1 

土器 胎土はきめが粗い．

小皿 _: ロ辺部は深く、内弯気味に長く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B
43-5 土師質 〈25〉 底部は回転糸切り の後ナデ？ 1区

土器 (7 6) 胎土はきめが粗い。

小皿？ 内外面ともにヨコナデ 回転実illUB
43-6 土師質 〈33〉 底部はナデ？ I区

土器 (7 0) 胎土はきめが粗い。
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遺物 （第43図、図版十八の 4-6) 

本遺構から 出土した遺物は土師質土器小皿のみである。胎土が白味を帯びきめの細かい

43-1・2ときめの粗い43-3 - 6 があり、 43-1• 2は形態・法量がほぽ一致する。胎土が粗

いものは小型の43-3 (口径7.6cm、器高1.2cm、底径5.4cm)と大型の43-4・5・6があるが、

大型のものは法量が明らかでない。

以上、本遺構の所産期は出土した土師質土器小皿に第 1号竪穴状遺構出土品と大きな相違がみ

られないことから、 中世に求められると考えて大過ない。

（小山）

3)第 3号溝状遺構

遺構 （第44図、図版十六の 5)

本遺構は台地上の北西側、か・きー 7• 8グリッド内に位置し、全体層序第IV層に被覆する黄

褐色土層上から検出された。第 1号土坑と重複関係をもち、破壊されている。やや傾きを有する

ものの、ほぽ東西に横走する溝で、西側は調査区外まで伸び、東側は第 1号井戸址、 第 1号竪穴

状遺構が存在する手前で終息している。第 2号溝状遺構とは連結はしないものの、ほぽ直角とな

る位置関係を有し、両者合せて方形区画を形成しているように思われる。

検出長は12.6m、幅90-186cmをはかり、東側から西側に向うに従って徐々に幅広く、そして深

くなる傾向がみられる。断面形は底面が平坦で逆台形状を呈する部分が多いが、両側壁にテラス

を有する部分もある。確認面からの深さは東側の先端部のテラス部分は 8cm、他は25-55cmをは

かる。

底面及び側壁は大方が全体層序第IV層黒褐色土層を利用しているため、極めて堅固で側壁はお

おむね、平滑である。

覆土は 2層からなる。第 1層はカーポンとパミスを含む淡茶褐色土、第 2層は第 1層よりもき

めの細かい淡茶褐色土である。

遺物の出土状況

本遺構からは、土師質土器・陶器・磁器・鉄製品・貨幣などが出土しているが、その量は多く

ない。分布の傾向は検出部分の中央付近東側にやや集中し、他は各所に点在する。側壁、底面に

密着するものは一点もなく、いずれも、底面近くの覆土中から出土している。従って、遺物の一

括性はある程度首肯できるものと思われる。また、大小の礫が溝内に多量に分布しているが、第

2号溝状遺構のよ うな規則的な配置はみられない。

遺物 （第45・46図、医版十八の 7・ 10、十九の2、二十の 4)
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本遺跡から出土した

遺物には土師質土器、

陶器、磁器、鉄製品、

貨幣がある。

土師質土器の器種は

小皿のみである。きめ

の細かい白色を基調と

する胎土の45- 1• 2 

ときめの粗い45-3が

あり、 45- 1 • 2はロ

径11. 2 -13 . 8cmの大型

品、45-3は口径8.8cm

の小型品である。

45-1 • 2は形態・法

量に差異がみられる。

陶器は瀬戸・美濃系

の14世紀代以降の製品

が 2点出土している。

器種には水注45-4が

ある。

磁器は龍泉窯系の青

磁が 2点あり、 13世紀

後半-14世紀前半代の

製品である。器種はい

ずれも椀である。

鉄製品は鉄製の角釘

が 1点あり、先端部が

欠損している。残存長

は4.0cmをはかる。

貨幣は北宋銭の紹聖

元宝 (1094年鋳造）が

ある。

ー

ー
I
 

,＇ 

I

I

 
ー

ー

ー

ー
I
 

，
 

9

ー

I

I

 
ー

ー

＇ 

（陪 序）

］． 淡茶褐色士 カーボソと バ ミスを含み、粘性は

やや強し 'o

2. 淡茶褐色土 ］よりもきめ細かくなり、粘性も

弱し 'o

。

R 

A
 

B
 

標高709.2m
(I : 60) 

利
i

2m 

第44図 第 3号溝状遺構実測図
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゜
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2) 10cm 

第45図

第 15表

第 3号溝状遺構出土土器実測図

第 3号溝状遺構出土土器観察表

罪 器種 法羹 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

小皿 (11 2) ロ辺部は深く、内弯気味に大きく開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

45-1 土師質 2 7 底部は回転糸切りの後ナデ III区、 Nu2 股土は赤味を

土器 (6 4) 滞びきめ細かい。

小皿 (13 8) ロ辺部は深く、外反気味に立ち上がった 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

45-2 土師質 2 7 後、内弯気味に開く。 底部は回転糸切り。 Na 3 胎土は黄白色を呈

土器 (9 2) し、きめ細かい。

小皿 (8 8) ロ辺部は浅 く、直線的に短く開 く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

45-3 土師質 I 5 底部はナデ？ No 6 胎土は赤褐色を呈

土器 (6 4) しきめは粗い。

瀬戸、 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

45-4 美濃系 〈I9) 底部は回転糸切り No 1 

水注 (4 8) 
内面に明緑灰色の施釉が
される

以上、本遺構の所産期は、陶器、磁器の年代を目安にすれば、 13世紀後半

-14世紀前半以降に位置づけられるが、土師質土器も同時に検討しなければ

詳細な位置づけはできない。尚、第 2号溝状遺構との関係については、時代

性がおおむね一致すると考えれば、相互に関連する総合的な遺構の一部とし

て考えることもできる。 （小 山）

［『゚
り (1: 3) 5畑

第46図第 3号
溝状遺構出土鉄
釘実測図
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第 3節 井戸址

1) 第 1号井戸址

遺構（第47図、図版十七の 1・2)

本遺構は調査区の台地上の中央北西寄り、おー 5・6グリッド内に位置し、全体層序第IV層上

@ 

A
 

X 

A Pi. 

標高709.9m
0 CI : 40) lm 

第47図第 1号井戸址実測図
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に被覆する黄褐色土上から検出された。第 1号竪穴状遺構と重複し、これを破壊する。

確認当初は本井戸址上に安山岩を主とする大石が多量に積み上げられていた。

プランは東西347cm、南北241cmの楕円形を呈し、東側が突出する。井戸本体の掘り込みは、プ

ランの西側に偏り、 230X 215cmの円形を呈する。確認面からの深さは275cmを測り、断面形は底面

に近づく程先細りの状態となる。側壁体には安山岩を主とする大石が掘り込みの底面近くまで使

用され、強固に組まれている。本井戸址は意図的に埋めもどされており、覆土は耕作土が入り込

んでいる他、安山岩主体の大石が多量に投げこまれている。これは地元の住民の証言からも明ら

かであり、 20-30年前に廃棄されたようである。

遺物は底面付近から少量の木片が検出されている。 （小山）

2) 第 2号井戸址

遺構 （第48図、図版十七の 2・3)

本遺構は調査区の台地上の中央南側、えー4• 5グリッド内に位置し、第 1号竪穴状遺構覆土内

から検出された。第 1号竪穴状遺構、第 1号溝状遺構と重複し、前者を破壊し、後者に一部を破

壊される。また、第 1号井戸址は北

西方向にlOmの距離で近接する。

全体のプラソは356X 344cmの不整

円形を呈し、一井戸の本体はプランの

南東側に偏在する。164X 176cmの範

囲で環状に礫がめぐっており、構造

は第 1号井戸址とほぽ同様であった

と考えられる。井戸内には、径 1m

以上の大石をはじめ、多量の礫が投

げ込まれており、これを除外するこ

とができなかったため、完掘するこ

とができなかった。

覆土は耕作土 （第 1・2層）が入

り込んでおり、廃棄された時期は、

第 1号井戸址とほぽ同じであったと

考えられる。

こ

0
ゑ ＠

 
A- A

-

A- A
-

（附序）
1、明黄褐色土 粘性なし、粒子は粗い。3-5cm程のバ ミスを多く含む。

2、明黄褐色土 粘性なし、粒子はやや粗い。 1陪と似ているが、 バミ スは細粒子で

ある。 標高709.9m

O Cl : 60) 2m 

第48図第 2号井戸址実測図

（小山）
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第 4節土坑

1) 第 1号土坑

遺構 （第49図、図版十七の 4-6) 

本遺構は調査区の台地上北西部、かー 7グリッド内に

位置し、全体層序第IV層に被覆する黄褐色土上から検出

された。第 3号溝状遺構とわずかに重複し、これを破壊

する。

プラソは114X 118cmの不整円形を呈し、深さは最深部

で30cmを測る。断面形は鍋底状に丸味を帯びている。

覆土は 3層からなり、いずれの土層にもカーポ‘ノ粒が

多量に含まれる。第 1層は焼土塊や黒斑安山岩、凝灰岩

製の破砕礫を多量に含むきめの粗い黒褐色土、第 2層は

明褐色土、第 3層は暗褐色土である。

④ 
~/、心沿\ !l 

｀ 
・・ー、 -, ・•·陶鉄1濯器製限品品

A 

（庖序）
I. 黒褐色土 きめが粗く、焼土塊(%3cm前後）カーポソ

を多品に含み、象1j片石も多姑に含む。

粘性は弱くポソポソしている。

2. 明褐色土 カーボ｀ノを極少泣含み、1より粘性あり、

きめはやや細かい。

3. 暗褐色土 2よりも色調が暗く、カーボ‘ノ粒も 多く

含む。粘性は弱い。

襟高709.2m

0 Cl : 60) lm ， ． 

遺物の出土状況 第49図第 1号土坑実測図

本遺構からは先述した焼けた破砕礫とともに、陶器、鉄製品、青銅製品、炭化米が出土してい

る。これらは土坑底面を中心として15cmの厚さで濃密に分布する炭化物・焼土内から主体的に出

土している。本土坑内で燃焼が行なわれたことを強く示唆するものと思われる。

遺物 （第50・51図、図版十九の 3-5、二十の 2)

本遺構の出土遺物は

陶器、鉄製品、青銅製

品、炭化米がある。

陶器50-1は瀬戸・美

濃系のおろし皿で、ロ

径16.8cmをはかる。こ

／ 

の他、 15世紀末代の瀬

戸・美濃系の天目茶椀 。
(I : 2) 10cm 

第50図 第 1号土坑出土土器実測図

第 16表 第 1号土坑出土土器観察表

靡 I 器種 I 法量 成形及び器形の特徴 調 整 備

回転実洞B
No 3・15 
内面釉付着

考

so-1 I :=ぇ I ~1t}〉)I口縁端部内面に一条の沈線を有する。 I内外面ともにロクロ ヨコナデ （右回転）

おろし
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第51図 第 1号土坑出土鉄製品・青銅製品実測図

第 17表 第 1号土坑出土角釘一覧表

15 

O c 1 : 3) 5cm 

（単位cm)

測定値
長さ 幅（頭） 幅（先） 厚（頭） 厚（先） 備考

測定値
長さ 幅 （頭） 幅（先） 厚（頭） 厚（先） 備考

番号 番号

51-1 く6I〉 0 5 0 2 0 6 0 2 鉄製 51-8 (4 0〉 I 0 0 7 0 9 0 5 鉄製

51-2 6 4 0 7 0 1 0.5 0 I 鉄製 51-9 〈33〉 0 9 0 5 0 9 0 5 鉄製

51-3 6 8 0 9 0 2 1.1 0 1 鉄製 51-10 く43〉 0 1 0 4 0 I 0 3 鉄製

51-4 (5 5〉 0 8 0 3 0 4 0 3 鉄製 51-11 く27〉 0 2 0.4 0 15 0 3 鉄製

51-5 く5.4〉 0 6 0 6 0 7 0 6 鉄製 51-12 く37〉 0.5 0 4 0 3 0 3 鉄製

51-6 く52〉 0 7 0 3 1 0 0 3 鉄製 51-13 く33〉 0 8 0 3 0 5 0 2 鉄製

51-7 4 3 0 4 0 15 0 3 0 3 鉄製 51-14 (6 6〉 0 4 0 2 0 5 0 1 青銅製

の破片もある。

鉄製品には角釘、不明製品がある。角釘は13本51-1-13あり、計測値は別表のとおりである。

51-15は不明である。青銅製品は角釘と不明製品がある。角釘51-14は残存長6.6cmをはかる。

炭化米は12粒出土した。粒長平均5.02mm、粒幅平均2.56mmをはかり、平安時代の米粒に くらベ

ると長粒であるという。詳細は『芝間』報告書P45-48の氏原教授の鑑定報告を参照されたい。
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2) 第 2号土坑

遺構 （第52図、図版十七の 7)

本遺構は調査区の台地上の北東部、お

-6• 7グリッド内に位置し、全体層序第

IV層上に被覆する黄褐色土層上から検出さ

れた。

プラソは240X 102cmの隅丸長方形を呈し、

深さは最深部で18cmをはかる。底面はおお

むね、平坦である。

覆土は暗褐色土 1層のみである。

遺物は皆無で所産期は不明である。

A 

R 
N. 

A
 

N 
S
-

（磨序）

l、暗褐色土 粘性やや強くきめは粗い。

炭化物と}310cm前後のパミスを含む。 標高709.Zm

0 o : 60) lm 
' '  

第52図第 2号土坑実測図

3) 第 3号土坑

遺構 （第53図、図版十七の 8)

本遺構は第 2号土坑の南側に近接し、おー 7グリッド

内に位置している。確認面も第 2号土坑と同様である。

プラ ソは96X82cmの不整な楕円形を呈し、深さは最深

部で20cmを測る。底面は鍋底状に丸味をおびている。

覆土は第 2号土坑と同じ暗褐色土一層のみからなり、

炭化物が含まれている。

土坑内は礫が多量にみられるが、遺物は全く検出されていな

いため、所産期も不明である。

&~~ 
@ 

（庖序）

A .N. 

鬱
l、暗褐色土

炭化物とf?Jlcm前後の

バミスを含み、粘性は
標高709.2m

やや強い。きめはやや荒い。 0 o : 60) lm 
' '  

4) 第 4号土坑

遺構 （第54図）

本遺構は調査区の台地上の中央西側、え• おー 5・6グリッ

ド内に位置し、第 1号竪穴状遺構を破壊している。

第53図第3号土坑実測図

A 

A
 

/¥ 

N. 

瓢
I 耕作土

プラ ンは178X 162cmの円形を呈し、深さは最深部で29cmをは

かる。底面はおおむね平坦で、断面形は逆台形を呈する。

土坑内縁には礫が環状にめぐっており、当初は井戸址かと思われた。覆土は耕作土 （第 1層）

標高709.4m

0 o : 60) lm , ・ 

第54図第 4号土坑実測図

が入 り込んでおり、遺物は全くみられない。所産期は極く現代に近いと考えられる。 （小山）

-62-



第 5節 グリッド及び表採遺物について

遺物 （第55• 56図、図版十八の 8 、 二十の 1• 2) 

本遺跡の遺構が存在する台地上では、確認面、耕作土中から割合まとまった遺物が出土してい

る。その多くは、中世の遺構から出土したものと同様な内容、年代を有するものと考えられる。

内訳は土師質土器、陶器、鉄製品などである。

土師質土器の器種には内耳土器、小皿がある。内耳土器は細片が一片出土したのみである。

小皿は赤褐色の胎土が粗い55-1-6と、白味を帯びきめの細かい胎土の55-7• 8があり、

＼ー~~

~-=-=1-ロ

:― ー
4
 

□□ ~ 
5
 

c~ ニー
6
 

2
 

~-==-ーロ一二三/
＼：ごク

7
 

3
 て ー一▽

8
 

゜
(1 : 2) 10cm 

第55図 グリッド・表採土器実測図
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第 18表 グリッド・表採土器観察表

靡 器種 法畳 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

小皿 8 4 ロ辺部は浅く、直線的に開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

55-1 土師質 1 7 器肉が厚い。 底部は回転糸切り う一8グリ ッド内

土器 6 4 胎土、赤褐色きめ粗い

小皿 (9 2) ロ辺部は浅く、やや外反気味に短く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

55-2 士師質 I 4 耕作士表採

土器 (7 8) 胎土赤褐色きめ粗い

小皿 (8 8) ロ辺部は浅く、外反気味に短く開 く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

55-3 土師質 1 4 ぇ-4グリッド内茶褐色土

土器 (7 2) 胎土赤褐色きめ粗い

小皿 (7 0) ロ辺部は浅く、内弯気味に短く開く 。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

55-4 土師質 I 4 耕作土

土器 (6 0) 胎土、赤褐色きめ粗い。

小皿 (7 8) ロ辺部は浅く、外反気味に短く開く。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

55-5 土師質 I 7 耕作土

土器 (6 0) 胎土赤褐色きめ粗い。

小皿 (8 2) ロ辺部は浅く、やや外反気味に短く大きく 内外面ともヨコナデ 破片実測A

55-6 土師質 1 6 開く 。 耕作土表採

士器 (7 2) 胎土赤褐色、きめ粗い。

小皿 (8 0) ロ辺部は浅く、内弯気味に短く大きく開 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

55-7 土師質 1 5 く。 えー4グリッド内茶褐色土

土器 (4 0) 
胎土白みを滞ぴきめ細か
し'o

小皿 (8 0) ロ辺部は浅く、内弯気味に短く大きく開 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

55-8 土師質 1 3 く。 表採、胎土は白みを滞ぴ、

土器 (4 4) きめ細かく軟質。

貼付による高台を有する。 内外面ともにヨコナデ 回転実測B

55-9 こね鉢 く66〉 耕作土表採

(11 0) 13 C後~14C前。

9
,1
 
• 
r=.. a乃
．
｀
ー

1
.,.

いずれも小型品である。また、形態、 法量も小異は認めら

れるものの、胎土毎におおむね 2系統に分けられるようで

ある。

陶器には図示した13世紀後半-14世紀代の系統不明の捏

ね鉢55-9の他、水注、古瀬戸の瓶子 (13世紀-14世紀初

頭）、珠州系のすり鉢(14世紀代）、天目茶椀(16世紀中～後

半）などがある。

磁器には13世紀代の龍泉窯系の青磁 （画花文）がある。

鉄製品は角釘が2点出土している。いずれも欠損品で、

残存長は56-1が5.1cm、56-2が5.2cmをはかる。

9、

冒
鳳
¥

D
o
e

第56図

ハバ
＂
日
冒
日
り

什
り
且
•`
8
1
0

―

―
 

2
 

0 (1 : 3). 5cm 
’ ’  

グリッド・表採鉄釘実測図

中世遺物以外では須恵器の小片が3点出土しているが、時代は特定できない。 また、近世遺物

としては御神燈の竿が 2本検出されており、元禄12年・ 13年にそれぞれ建立、造立されたもので

ある。

（小 山）
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第VI章調査のまとめ

第 1節宿上屋敷遺跡

今回、宿上屋敷遺跡において検出された遺構・遺物の詳細は前述した。検出された遺構は、竪

穴住居址 6棟、特殊遺構 3基、土坑 9基である。

一方、出土遺物には、縄文土器、弥生土器、土師器、灰釉陶器、中世以降陶器、磁器、石器、

石製品、鉄製品、獣骨等がある。

以下、今回の調査において検出された遺構・遺物を中心としてまとめを行なっていきたい。

1) 遺構

本調査は、道路拡幅に伴う緊急発掘調査のため、幅が約lOmと限られていることと、昭和47年

圃場整備に伴う客土・埋土・農道新設等により本調査区の中央付近大部分が破壊を受けているこ

と、さらに本遺跡が調査区外にまで広がっていることから、検出された住居址は 6棟とも全容を

知り得ず、また、台地上における遺構の分布等を把握するに至らなかった。

本遺跡において検出された 6棟の住居址は全プランが把握できず、一つの壁のみしか測定する

ことができない状態であり、総ての住居址の乎面形態は推定であるが、両軸は略東西・南北に振

れていると思われる。また、霞）II右岸の台地の西南斜面上に住居址が位置しているため、いずれ

の住居址も壁残高が南側にいくにしたがって浅くなり、特に南壁は浅い。覆土は 6棟とも自然堆

積であるが、上面は耕作による撹乱及び、前述してある要因等により破壊が著しい。

6棟の住居址の所産期を遺物の面からみると、以下の 5時期に分類できる。

4世紀代 （古墳時代前期）……………………第 1号住居址、第 6号住居址

7世紀代 （古墳時代後期後半）? ・・ …………•第 3 号住居址

8世紀末-9世紀前半 （平安時代前葉）……第 2号住居址

10世紀前半 （平安時代中葉） ………………… •• •第 4 号住居址

10世紀末-11世紀前半 （平安時代中葉）……第 5号住居址

以上、各々の住居址を時代別に、佐久地方において検出された同時期の住居址と比較対照を行っ

てみたい。

4世紀代の住居址の検出例は極めて少なく、第 1・6号住居址は、弥生時代終末期を所産期と
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第19表 宿上屋敷遺跡住居址一覧表

迫様 検出位置 平面プラソ及び規模
壁残高

付属施設 時(cm) 期 備 考

北東部の大半が調査区外
あ-8・9 古墳時代l住
し,_8 2-6 地床炉 （？）

南西部は撹乱により破壊される。

前 期 4住と重複関係にあり、東壁付近を切られ
る。

あー 5・6
カマド位置北壁

平安時代
北東部の大半が悶査区外

2住
し•- 5 

西壁長 320 cm 5 5-6 5 主柱穴 1 
D2と重複関係にあり、西壁一部を切られ

他 I 
前 葉 る。

西側大部分が撹乱により破壊される
古墳時代3住 し,-6・7 東壁長 442 cm 5 -51 主柱穴 1 
後期（？ ）

北東部の大半が開査区外
平安時代4住 あー 7・8 0 5-7 

1住と重複関係にある。

中 葉

東半部が調査区外
貯蔵穴 2 5住 あー 4・5 西壁長 303 cm 2-6 

平安時代

他 I 中 葉

あ ・し、＿
地床炉 中央

古墳時代
南西部の大半が撹乱により、破壊される。

6住
17•18•19 19-25 5 柱穴 4 

他 1 
月.I.J 期

する佐久市筒畑遺跡群池畑遺跡第 1• 2号住居址の後、一段階おいた次の時期の住居址である。

第 1号住居址は、前述してある上に第 4号住居址に切られており、殆ど形態を判明するには至ら

ず、僅かに床面に掘り窪められた跡が炉址と考えられる。第 6号住居址は、検出された部分にお

いて、 4個のピットが東壁から約16-75cm離れた床面上に、各々 113-195cmの間隔で略直線上に

配列されており、住居址内において主柱穴が検出されなかったことは該期の建物構造を知る上で

良好な資料となろう 。尚、炉址は床面の略中央やや北側に位置し地床炉であるが、第 1号住居址

の炉址同様軟弱であった。

7世紀代と考えられる住居址は第 3号住居址 l棟であり 、前述のとおり大部分が破壊されてい

るが、本遺跡内において検出された住居址で一番深く、壁の高さは他の遺跡においても所産期を

同じくする住居址にはその傾向が認められる。この傾向は何に起因するものか今後の研究にまか

せたい。

8世紀後半の住居址は第 2号住居址 1棟であり、近年、佐久地方において該期の住居址の検出

例は多く、佐久市鋳師屋遺跡、佐久市・小諸市・御代田町に跨る前田遺跡群に集落址及び住居址・

掘立柱建物址等を含めた良好な資料が検出されており、今後の調査•発表に期待したい。第 2 号

住居址は前述した上に第 2号土坑に切られており、また、調査区外との境にカマドが位置してい

るため、歿ど住居址の形態を知り得ないが、長軸を東西方向に有するものと思われる。尚、カマ

ドの位置について、同時期の遺構として佐久市栗毛坂遺跡群芝間遺跡第 3・4号住居址は東壁に、

第 2号住居址は北壁に位置しており、 2形態が見られるが、本住居址は北壁に位置する。このこ

とについては花岡弘氏も述べているが、時間差か地形的な制約か今後の研究にまかせたい。形態

は同時期のものと略同じで火床を掘り込み、袖部は袖石と補強土で構築され、器設部は扁平な天
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井石を用いている。

10世紀前半に比定される住居址には第 4号住居址がある。当地方において所産期を同じくする

住居址は年々検出例も増しているが、本住居址は破壊が著しく、遺構としての特徴を枚挙できな

いが、南西コーナーが浅く掘り窪められ貯蔵穴の可能性もある。

10世紀末-11世紀前半の住居址には第 5号住居址があり、該期にあたる住居址として、小諸市
8) 

五ヶ城遺跡第 3·8• 11・12・15号住居址がある。本住居址からは、灰釉陶器、土師器短頸甕、

羽釜等が出土しており、五ヶ城遺跡第 8号住居址と遺物面において類似性が認められる。また、

北西・南西コーナー壁際に、 93X 111cmの楕円形と93X100cmの円形を呈するピ°ットは住居址の付

属施設、生活空間利用を知る上での良好な資料といえよう。

また、その他の遺構として 3基の特殊遺構が検出された。いずれも略隈丸方形を呈し、断面形

は皿状であるが、共伴する遺物も少なく、これらの遺構の性格及び所産期については不明であり、

今後類例の増加を待って記したい。尚、土坑は 9基検出されたが、性格、所産期は判明できず、

これらの土坑は他の遺跡に散見する土坑と性格を同じくするものと言えよう。 （羽毛田伸）

2) 遺物

古墳時代前期の土器について

今回、宿上屋敷遺跡において検出された 6棟の住居址のうち、第 1号住居址と第 6号住居址が

古墳時代前期に比定される遺物を出土している。現在までの佐久地方における古墳時代前期の住
IO) 

居址の検出例は、佐久市今井西原遺跡第 1 号住、同西裏遺跡第10号住、望月町後沖遺跡第 1• 3・ 

4• 11・16号住のみであり 、非常に類例が少ない。また、弥生時代終末期の住居址として、佐久
I 2) I 3) 

市下小平遺跡Yl-5号住、小諸市久保田遺跡Y2・3号住がある。さらに本遺跡の西方約700
14) 

mに所在する筒畑遺跡群池畑遺跡においては弥生時代終末から古墳時代初頭と考えられる住居

址 2棟が検出されるなど、近年の発掘調査により弥生時代終末から、古墳時代前期の資料は徐々

に増加する傾向にあるが、依然として少ない状態である。

今回の宿上屋敷遺跡第 1号住居址の土器の器種として、土師器甕 ・台付甕．甑があり、さらに

石製品として滑石製の勾玉がある。これらの遺物として特筆すべきものとして、 S字状口縁台付
I 5) 

甕があげられる。現在までの佐久地方における S字状 口縁台付甕の出土例は佐久市市道遺跡、同
I 6) I 7) I 8) I 9) 

餅田遺跡、小諸市五ヶ城遺跡、久保田遺跡Y3 号住居址•第 1 号円形周溝墓、）II上村三沢遺跡

などがある。本遺跡出土例は、口縁部片 2 点 (11-3•4)、胴上部片 1 点 (11- 8)、脚台部 1

点 (11-5)でいずれも全器形は知り得ない。 11-3・4は小片であり、立ち上がりは不明であ

るが、口縁上部外面に櫛状工具による剌突文がなく、また、口縁部と胴部の接合部分内面に櫛目

が観察されない。さらに脚台部の端部に折り返しを有していることから、赤塚次郎氏が「S字甕
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2 0) 

覚書'85」で分類している C類に当るものと考えられる。また、安達厚三・木下正史氏が「飛鳥地
2 I) 

域出土の古式古師器」で赤塚分類の C類に平行するIII類について「頸部内面の櫛目はなくなり、

肩部の平行線文は、 I類に比べて少なくなる傾向にある。」と述べており、 11-8にもその傾向が

認められる。その他、胴部の形状が次期につながる球胴形を呈し、外面にハケメ調整の施される

甕 (11-1・2)、小形台付甕 (11-6)等がある。いずれも古墳時代前期の土器組成の中にみら
2 2) 

れるものであり、恒川編年VII期（布留古段階）にその類似性が見出される。

第 6号住居址の土器の器種として、土師器壺・甕・小型高杯・鉢・ミニチュアの高杯がある。
2 3) 

26-3の高杯は、池畑遺跡第 1号住より出土した小型高杯の系譜をひくものであり、碗形の杯部
2 4) 2 5) 

をもち、脚部は大きく開き杯部径をしのぐ無彩の小型高杯である。花岡弘・比田井克仁両氏も

述べているように、畿内から東海西部（元屋敷式）、東海東部、関東と伝播し、長野県には天竜）II 

を遡って当地方にもたらされたものと考えられる。この他、東海西部からの影響を受けたと考え

られる小形器台があり、外来系土器が在地化・定着化した段階の様相を示すといえるが、このこ

とは甕 (16-1)に中部高地型櫛描文が消失し、ハケメ調整が行われ、壺 (26-2)の胴部が球

胴化していることからも窺うことができる。これに対し、甕 (26-1)の胴下半部に縦位のヘラ

ミガキが認められ、また26-4の小型器台に赤色塗彩が施されている点など調整方法などに在地

の箱清水式土器の要素が僅かに残存している。以上、第 6号住居址は、外来系土器と在地的要素

を残した土器とが混在しており、第 1号住居址と比較すると若干古い様相を示している。

次に第 1・6号住居址の前後に当る住居址の検出例について述べてみたい。
2 6) 

第 1・6号住居址に先行する時期の住居址として、池畑遺跡第 1・2号住がある。この 2棟の

住居址からは、碗形の杯部と大ぎく「ハ」の字状に開く脚部を有する外来系の小型高杯と胴部の

球胴化を窺わせる壺が出土しており、外来系土器の進出が認められるが、頸部に櫛描T字文が施

文され、胴下部に稜の認められる壺、文様の粗雑化・混雑化の傾向が認められるものの、在地的

な中部高地型櫛描文が施文される甕が出土しているなど、箱清水式土器の伝統が強く残存してい

る。在地土器の解体が始まる時期と思われ、本遺跡例に先行することは明らかであり、善光寺平
2 7) 

では青木編年 1期、伊那谷では恒）IIVI期（庄内新段階）に類似性が見られる。これに対して、本

遺跡例に若干後続するものとして、当地方では良好な資料に恵まれないため、茅野市下蟹河原遺
2 8) 

跡Hl号住の出土遺物を比較材料として挙げておきたい。複合口縁の壺、肩部の平行線文の消失

した S字甕などは本遺跡例よりも新しい様相を示すと思われる。また、小型高杯 ・小型器台・小

型丸底堪・小型鉢の小型精製土器群の成立がみられ、在地土器が消滅し、外来系土器の在地化・

定着化が完了した段階と言われ、青木編年ではIII期、恒）II編年ではVIII期 （布留中段階）に位置づ

けられている。

以上を概括すれば、本資料は青木編年II期、恒川編年VII期（布留古段階）に該当することにな

-68-



る。欠落器種が多く、比較資料の乏しい本資料の位置づけをここで行うことはかなり無理なこと

なのであるが、当地方の弥生式土器から古式土師器への変遷過程を解明する糸口を見つけようと、

できる限りの分析を行った。今後の資料の増加を待って本資料位置づけの補正・修正を行い、よ

り充実した地域編年を組み立てたいと考えている。

平安時代の土器について

本遺跡から検出された平安時代の住居址には、第 2• 4• 5号住居址の 3棟があり、概ね平安

時代初頭と中葉の 2時期に分類することができる。初頭と考えられる住居址には第 2号住居址が

あり、土器の器種には、土師器甕・杯・須恵器杯がある。甕には口辺部から胴上端部にロクロヨ

コナデ、胴部ヘラケズリの施される北陸系の甕 (16-1)と、胴部にヘラケズリが行われ、口辺

部が若干「コ」の字状を呈しており、「く」の字状から「コ」字状の口辺部へと変化する段階の甕

(16-2)など系譜の異なる甕が見られ、この他、底部回転糸切りの須恵器杯がある。

平安時代中葉と考えられる住居址には第 4• 5号住居址がある。第 4号住居址の土器の器種に

は、土師器甕．杯・高台付杯、須恵器甕、灰釉陶器皿がある。そのうち須恵器は極く少量で、土

師器が大半を占め、さらに内面に黒色研磨の施された土師器杯・高台付杯の占める割合が圧偽的

r古-向し 'o

第 5号住居址の土器の器種には、土師器甕．杯・高台付杯・羽釜・灰釉陶器があり、須恵器は

検出されなかった。土師器では杯の占める割合が高い。甕には22- 1• 2・3に見られるように

各々系譜の異なる甕が共存している。杯22-6 -9は、器肉が厚く、口径10cm前後の小型品であ

り、同じ系譜にあるものと考えられ、杯の小型化の傾向を窺うことができる。その類例として、
2 9) 

五ヶ城遺跡第11号住居址にみることができる。この他、羽釜が 1点出土しているが、佐久地方に
3 0) 

おいて羽釜の出土例は少なく、佐久市北西久保遺跡第22号住居址、五ヶ城遺跡第11号住居址に見

られる程度である。

以上、第 4・5号住居址の出土遺物を概観すると、須恵器杯の出土はなく、甕が極く僅かに検

出されたのみである。また、土師器においては杯・高台付杯が大半を占める傾向が認められる。

しかし、第 4号住居址出土の杯に内面に黒色研磨の施されるものが圧倒的に多いのに対し、第 5

号住居址出土の杯には黒色研磨は見られず、小形化の傾向が看取され、さらに第 4号住居址出土

の灰釉陶器が、光ヶ丘 1号窯式であるのに対して、第 5号住居址出土の灰釉陶器は虎嚢山 1号窯

式であることから、第 4号住居址は第 5号住居址に先行するものと考え、第 4号住居址を10世紀

前半、第 5号住居址を10世紀末-11世紀前半と位置づけたい。また、いずれの住居址からも灰釉

陶器が出土しており、従来、平安時代中期～後期において、須恵器杯が土器組成の中から消失し、

代って灰釉陶器が多くなるとされているが、本遺跡例においてもその傾向を認めることができる。

（三石）
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第 2節 下川原・光明寺遺跡のまとめ

本遺跡から検出された遺構は竪穴状遺構 1基、溝状遺構 3基、井戸址 2基、土坑 4基である。

このうち、所産期が中世に求められるのは第 1 号竪穴状遺構、第 2• 3号溝状遺構、第 1号土坑

で、中世の範疇でも近接した時期に構築されたと考えられる。他遺構はより現代に近い。

また、出土した遺物は須恵器、土師質土器、陶器、磁器、金属製品、石製品などがあり、須恵

器と一部の石製品を除くと、その所産期は中世に求められる。

すなわち、本遺跡は中世主体の遺跡と言え、以下の考察はこの時期にしぽって行いたい。

1)遺構

竪穴状遺構 竪穴状遺構は調査区のほぽ中央から一基のみ検出され、建物址であることが推測

された。南北の長軸長10.32m、東西の短軸長9.52m、床面積93.7m'をはかる大型規模の方形遺構

である。佐久地方で中世に所産が求められる方形竪穴の建物址は、佐久市大井城跡（黒岩城）、石

堂遺跡、前田遺跡、御代田町野火付遺跡などにみられ、近年類例が増加しつつある。しかし、各

遺跡とも建物址に位置づけている点は共通するものの、規模、柱穴の配列などの内部構造、遺跡

内に占める範囲は遺跡毎に若干の差異が認められ、その性格についても諸説が入り乱れている。

例えば大井城跡は城郭の最南端の一部の調査であるが、竪穴状遺構が密集した状態である程度の

規則的な配置をもって、台地縁辺を取り巻くように58基検出されている。これらは、ほとんどが

方形竪穴の壁直下に小規模ではあるが規則性をもった柱穴の配列がみられ、入口施設を有するも

のが多い。このような密集し、かつ、配置性をもった検出状況、また、しっかりとした構造をもっ

た竪穴状遺構は佐久地方、また県内を見渡しても類例に乏しく、むしろ、東北北部地方の中世の

城跡、館跡に共通したあり方が見出せるのである。ある意味では気候が冷涼な地域に特有な城館

跡内の施設のあり方を示していると言えるかもしれない。性格は床面が踏みしめられた状況でな

いことから、常時使用された住居とは考え難く、倉庫、兵事の簡易住居、作業場などの性格が考

えられるが、結論は得られない。

また、御代田町野火付遺跡では微高地の南側縁辺に竪穴状遺構が64基密集した状態で検出されて

いる。遺構のありかたは大井城跡に類似する点も見い出せるが、構造的には入口施設をもたない

こと、しっかりした方形区画をもたないものもあること、竪穴内に規則的な柱穴をもつ例が少な

く、 （もつ例もあるが対面する壁の中央に各 1個ずつ有する。）むしろ、竪穴外に不規則なピット

を有する例が多いことなど細部にわたると相違点も多い。近在する掘立柱建物址との関係は明ら

かでないが、仮に、この関係を肯定すると中世の住居に対応する付属施設（倉庫址等）と考える

こともできる。

この他、石堂遺跡例は調査対象範囲が狭いため、遺跡内に占める位置についてはわからないが、
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しっかりとした方形区画をもたないこと、柱穴に規則的な配置がみられないこと、炉址を有する

ことなど、先述の二例とはまた構造上異なりを有する。本例に関しては住居的な性格を有する可

能性が強い。前田遺跡例は全くわからない。

以上、本遺跡から検出された竪穴状遺構は方形の建物址であること以外、先述した例との共通

性は薄い。まず、規模があまりにも大きく、先述の三例の中では、一辺 5mを越えるものが最大

規模であったの対し、本例は一辺lOm内外を計測すること、また、他の三遺跡例は規則性に異な

りはあったものの、柱穴を有する点で一致しているのに対し、本例は礎石と考えられる偏平な石

が残存する壁下に存在し、柱穴は検出されなかったこと、遺跡内において同様な遺構が密集して

いないことなどがあげられよう。

このように佐久地方では未だ検出例の少ない遺構であるにもかかわらず、竪穴状遺構、その構

造、遺跡内におけるあり方は遺跡毎に種々、様々である。これは佐久地方に限らず、全国規模で

みても同様なことが言え、その性格付けについては上浜田遺跡の報告で國平健三氏が「遺跡内で

占地する位置や構造の相違によって見極めなければならない。」と指摘された如くであると思われ

る。従って本竪穴状遺構の位置づけも、検出された他遺構との関係、出土遺物の検討、遺跡にま

つわる歴史的な背景などを吟味しなければ、語ることはできない。ここでは佐久地方における、

他の中世竪穴状遺構との相違を指摘することに留め、位置づけは総合的に後述したい。

溝状遺構・ 土坑 本調査で検出された中世に位置づけられる第 2・3号溝状遺構は、いずれも調

査区外まで伸びているため、全容は知り得ないが、方形の区画を有する溝の一角になっている可

能性が強く看取される。（属性は配石を有するM2と、配石のないM3との間に差異は認められる

が……。）区画内は極く一部が霞呈したのみであるため、 M3と接して第 1号土坑が検出されたの

みであるが、食糧 （炭化米）、工具 （鉄釘等）、調理具 （陶器こね鉢）が同時に燃焼された状態で

出土しており、この溝の区画内において生活が営まれていたこと （居住空間の存在）も、想像で

きる。また、第 1号竪穴状遺構は区画溝と極めて近接した位置にある。このような検出例は佐久

地方では全く初見と言え、極めて特異であるが興味深いものである。

2)遺物

土師質土器 本遺跡から出土した土師質土器には内耳土器、小皿があるが、内耳土器は体部の小

破片が一点出土したのみである。一方、小皿は極めて多量に （総数693点）出土しており、このう

ち図化できたのは26点あり、当時の生活用具の一部にあたる土器類の組成の特徴を知る上で、極

めて良好な資料を呈示した。県内の土師質土器小皿の編年研究は1982年小林秀夫氏が、茅野市御

社宮司遺跡報告書において、陶磁器の年代をふまえて14世紀-17世紀に分類された以外、これと

いった研究がなされていない。これは中世遺構、遺物の発見例が少ないこともあるが、中世以降

の遺物を「ガラクク」とみなす、旧態依然とした研究者の風潮が少なからず残っていることにも
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胎土は白みを帯び、きめが粗い。
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B3 小型品、口辺部が直線的か、やや外反気味に開く 。

胎土は赤みを帯ぴ、きめが粗い。

□ロニ一三ご

＼ ニニ／
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第57図 下川原・光明寺遺跡土師質土器小皿分類図
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起因する。比較資料の乏しい状況下で、本遺跡の土師質土器の位置づけをどのように行うか……

これは編年体系がある程度確立されている陶磁器との伴出関係から導くことが現状では第 1の方

法とする以外になかろう。但し、移入された陶磁器は伝世するものも多く、製作年代から使用年

代に相当の幅を有することは明らかであり、製作年代をそのまま在地の土器の年代として特定す

ることはできない。本遺跡の土師質土器も陶磁器と伴出しているが、陶磁器の年代 (13C後-15

C)はあくまでも一つの 目安でしかない。従ってここでは実年代の決定は行わない。当地方では

土師質土器小皿の比較材料が余りに乏しい現状であり、また、在地の土器群をも って比較検討し

なければ、明確な地域編年は確立できないと考えるからである。その意味で、本遺跡の資料は佐

久地方の中世土師質土器編年研究の出発点に立つものと言える。ここではほぽ同一時期と見傲さ

れる本遺跡の土師質土器小皿の一群の形態的特徴を主とした器形の分類を行い、今後の編年研究

の敲き台を作っておきたい。

尚、ここで用いる「土師質土器」とは中世以降の素焼きの土器に対して用いることにする。今後

の研究により、製作技法が明らかに土師器から連なることがわかれば、この名称は改める必要が

あろう。

分類の基準

器種 小皿 形態、胎土の相違を主に分類する。尚、本遺跡出土資料の製作技法は、口辺

部ヨコナデ、底部回転糸切りの技法でおおむね一致しており、手捏ね成形の

丸底のものは一点もないため、分類の基準としては特に注目しない。

A 器高2.7-2.8m、口径ll.2-13.8mをはかる大型品、口辺部は内弯気味に開

く。胎土の差異により A1、A孔こ 2細分する。

ふ 胎土が赤味を帯び、きめが粗い。

A2 胎土が白味を帯び、きめが細かい。

B 器高l.l-l.7cm、口径7.6-8.Zcmをはかる小型品。胎土の差異、形態の相違

から B1、B2、B孔こ 3細分する。

B1 口辺部が内弯気味に開き、胎土は赤味を帯び、きめが粗い。

恥 形態はB1と同様で、胎土は白味を帯び、きめが細かい。

恥 口辺部が直線的か、やや外反気味に開き、胎土は赤味を帯び、きめが粗い。

以上のように、本遺跡から出土した土師質土器小皿は、形態では大型のAと、小型のBがあり、

Bは口辺部の特徴から 2細別されること、また、胎土では白味を帯びる一群CA2、B2)と赤味を

帯びる一群 CA1、B1、い）があり、製作地が 2系統ありそうなことなどが指摘できる。また、

このような形態をもつ、土師質土器小皿は御社宮司遺跡の小林氏の分類では皿D、皿G、HのA

グループの範疇に属し、「中世の土師器では最も基本的なものと考えられる。本遺跡の場合では陶
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器の出土状況と比較して15世紀の始めから中葉の時期を中心とするが、 14世紀代に入るものもあ

ろう。」とされている。本遺跡から出土している陶磁器の年代は13世紀後半-14世紀前半及び、 14

世紀代あるいはそれ以降のものが主体を占めており、この指摘はおおむね、首肯されるように思

われる。但し、小林氏が皿E、Fとした15世紀中葉以後と位置づけた丸底の手捏ね成形のものが

本遺跡からは一点も出土していないこと、（また、本遺跡の資料に後続すると考えられる佐久市大

井城跡の資料にも 1点もみられないこと）に注意すべきであろう。

陶磁器 本遺跡からは陶器が21点、磁器が10点出土している。いずれも破損品で細片が多い。こ

れらの年代及び系統については市川隆之、原明芳両氏の鑑定結果を第20表をまとめてある。

陶器は瀕戸・美濃系、常滑系、珠洲系の製品がみられ、瀬戸・美濃系製品は平椀、皿などの供

膳具、おろし皿などの調理具、水注、瓶子などの貯蔵具の範疇の製品がみられ、常滑系製品は甕

のみで、口縁部片がないため、年代は明らかでない。珠洲系製品は小型壺＝貯蔵具、摺り鉢＝調

理具が出土しており、 14世紀代のものが多い。この他、系統は不明であるが、 13世紀後半-14世

紀前半代の捏ね鉢＝調理具、 15世紀代の天目茶椀、 16世紀中～後半代の天目茶椀もある。以上を

概括すれば、下川原・光明寺遺跡にもたらされた移入陶磁器は、 14世紀代、 14世紀以降の製品が

主体を占め、供膳具や貯蔵具が多い反面、調理具が少ない傾向がみられる。

磁器はいずれも龍泉窯系の製品である。青磁はいずれも椀＝供膳具で13世紀後半-14世紀前半

代の製品である。青白磁は四耳壺＝貯蔵具（蔵骨器か祭祇用具と一般的に考えられているそうで

ある。）があり、 13世紀代、白磁は椀、皿など供膳具があり、 13世紀後半-14世紀代の製品であ

る。以上、磁器の器種は、供膳具と貯蔵具のみに限られる。

金属製品 鉄製品と青銅製品がある。鉄製品は角釘と不明品があり、角釘について簡単にふれて

おきたい。角釘は第 1号土坑から13点、第 3号溝状遺構から 1点、グリッド表採で 2点、計16点

が検出されているが、いずれも破損品である。頭部は基部上端を叩き延し、「L」字形か「コ」の

字形に折り曲げたものと、単純に折り曲げたものがあり、前者は古墳時代から近代まで一般的な

もの、後者は平安時代から中世にかけて発生したものということである。

青銅製品にも角釘があり、頭部は鉄製のものと同様である。ごく珍らしいものと考えられる。

石製品 砥石と不明品があり、砥石は砂岩製の中砥、不明品は粘板岩製である。いずれにしても

本遺跡の石製品の出土量は少ない。

まとめ

本遺跡が中世主体の遺跡であることは先述したが、遺物の検討により、 14世紀-15世紀代（鎌

倉未～室町）に絞られることがおぽろげながらわかってきた。最後に各遺構・遺物を検討した結

果をふまえて、本遺跡にまつわる歴史的背景も勘案して、下川原・光明寺遺跡の位置づけを行い

まとめとしたい。
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第 20表 下川原・光明寺遺跡出土陶磁器一覧表

系統 器種 釉謁 文様 年代 出土地区
遺構

備考 系統 器種 釉調 文様 年代 出土地区
遺横

備考

龍泉窯系
椀 青緑色 縞連弁文

13 C後～ Ta 1 常 滑
甕

Ta l 
青 磁 14 C前 No 8 系（ ？） Nn 6 
龍泉窯系

椀 青緑色
13 C後～ Ta 1 常 滑

甕
オリープ Ta! 東

-＂ 磁 14 C前 フク土 系 灰 西ペルト
龍泉窯系

椀 育緑色
13 C後～ M 3 常 滑

甕 Ta 1 青 磁 14 C前 Nu 4 系
龍 泉窯系

背灰色
M 3 常 滑

甕 表採背 磁 1区 系
龍泉窯系

椀 粁緑色 画花文 13 C 表採
常 滑

甕 表採青 磁 系
龍泉窯系 四耳壺？

明緑色
Ta 1 

38-10 
常滑

甕 表採青白磁 （影青） No 6 系
龍泉窯系

明緑色 14 C以降
Tal 東 珠洲系 小型壺 Ta I 

青 白 磁 西ペル ト ？ ？ V区
龍泉窯系

椀 白色
13 C後～ Ta 1 ロ剥げ 珠洲系 小型壺 Ta 1 

白 磁 14 C前 IV区 38-11 ？ ？ 1区
龍泉窯系

皿 白色
13 C後～ Ta 1 

珠洲系 播り鉢 14 C代 表採白 磁 14 C前 I区

龍 泉 窯 系 椀 浅黄色 14 C 
M 1 

珠洲 系 播り 鉢 14 C代 表採LIi区
瀬戸・美濃

平椀 淡黄色
14 C Ta 1 

？ 捏ね鉢
13 C後～

表採系 以降 フク土 14 C前
瀬戸・美濃

水注 緑灰色
14 C M 3 回転糸切 ？ 天目茶椀 赤黒 15 C末

D 1 
系 以降 Na 1 り フク土

瀬戸・美濃 ，， ，， M 3 ？ 天目茶椀 極暗赤褐 16 C中後 表採系 Na 9 
瀬P・美濃

皿 淡黄色 D 1 
系 フク土

瀬P・美濃
おろし皿

内面透明 D I 50-1 系 釉 No 3 
瀬P・美濃

水注 淡黄色 表採系

古瀬戸 瓶子 緑灰色
13 C後～

表採14 C初

古瀬戸 瓶子
オリ ー プ

画花文 14 C代 表採褐

遺構については、他に類例をみないため、遺跡の最終的な位置づけで触れることにして、まず、

遺物から考えてみたい。先述したように土師質土器小皿の出土量は小片も含めると実に693点にも

のぽり、これに対し、陶磁器は総数でも31点と小量である。このような傾向は他の中世の一般的
8) 

な集落 （庶民の集落？ ）ではみられないと言う 。また、陶磁器は供膳具・貯蔵具が陶器、磁器と

もに主体を占め、播り鉢、捏ね鉢などの調理具は少ない。これも、中世の一般集落ではみられな

い傾向であると言 う〔捏ね鉢は中世の一般集落では鍋 （煮沸具）とともに検出されることが多 く、
9) 

生活の必需品であったと言う 。〕。以上、本遺跡の土器類の組成をみると、土師質土器小皿が圧街

的に多 く陶磁器の椀、皿などの供膳具も他形態に くらべて多く 、貯蔵具の中に、祭祇的性格をも

つ青白磁四耳壺や瓶子がみられること 、調理具が少ないこと、鍋類など煮沸具がほとんどみられ

ないことなど、中世の一般集落とはかなりかけ離れた性格を有することが背後に感じられるので

ある。特に土師質土器小皿「かわらけ」は祭事に用いられ、当時の寺社においては毎年大量に購

入されたものであ ったと 言われることから本遺跡もこれにかかわっているよ うに思える。

下川原・光明寺遺跡の周辺は近接して英多神社、安養寺などの古い歴史をもっといわれる寺社

が存在する。本遺跡の性格を解明するためには、この 2つの寺社の検討を十分に行う必要があろ

う。以下に英多神社、安養寺の歴史について記しておこう 。（尚、これについては佐久市志刊行会

委員長大井隆夫先生の御教示によるところが大きい。）
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英多神社、安養寺はともに良好な文献資料に恵まれておらず、その歴史は伝承に負うところが

大きく、史実としての確固たる根拠に乏しい。特に英多神社は式内社としての位置づけを唱える

説もあるが、それを裏づける文献、考古学的資料（剣、刀、鏡、玉類など）は未発見である。

これに対して安養寺は、関東管領足利持氏が1439年に信濃守護小笠原政康、上杉憲実に攻めら

れ自刃した際、その子永寿王丸が信濃に落ち、大井城主大井持光を頼って庇護された寺として伝

わる有名な寺である。安養寺の歴史についても明確な文献資料がないため、史実として決定でき

ると言い難いものの、当寺には、足利持氏のものとされる鐙や、永寿王丸（後の足利成氏）の椀

等が伝世し現存しているという。これらの物的な資料に考古学的な検討を加えれば、当寺に関わ

る伝承が、史実として認められる有力な根拠ともなり得る。

以上、概括すれば、現時点においては、史実として中世に存在する可能性は、有力な根拠を有

している点でも、英多神社よりも安養寺の方が強い。（いずれも決定的なものに欠けるのではある

が……。）そこで、ここではとり合えず、本遺跡と安養寺との関連について考えることにしよう。

本遺跡の年代と、安養寺に永寿王丸が庇護された年代はおおむね一致する。つまり、本遺跡が

展開された14世紀~15世紀に、安養寺は存在していた可能性が強い。

また、現在の安養寺は、往時の安養寺よりも北方の山裾部に存在していると言われている。焼

失のために、数次にわたり移動が行われたのである。正確な文献は残っていないが、中世期にも

火災にあっている可能性が強いと言う。したがって、往時の安養寺は、現在水田化している平坦

面に存在していたことも予想され、本遺跡との至近距離にあった可能性も強い。本遺跡の調査で

確認面・中世遺構の覆土内に炭が散乱し、建物址と推定される第 1号竪穴状遺構の床面にはあた

かも焼失した如く、多量の炭化物が厚く推積していたことは前述した。往時の安養寺の規模は知

るよしもないのだが、当時全盛を極めた大井氏の菩堤寺であったという説を尊重すれば、相当規

模の施設を有していたことは想像に難くなく、本遺跡がその一画を占めていた可能性は強い。確

認面における炭の出土状況は、安養寺が焼失した際、本遺跡のような諸施設も同時に焼失したこ

とを物語るように思われるのである。このように考えると本遺跡の竪穴状遺構、区画溝、土坑は

往時の安養寺の諸施設の一端を露呈しているように思えてならない。決定的な根拠はもたないが、

本遺跡周辺においてより広域で詳細な調査が行われれば、この推論の賛否が決せられるように思

うのである。 （小山）
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追記 表採遺物の元禄時代に建立された御神燈の竿は、以下に記す文字が刻まれていることが判

明した。鑑定者は小須田盛鳳氏 で`ある。

資料 1 資料 2

註

信州佐久00

奉造立000氏子0

元禄十二己卯天

九月日

信州佐久郡安原村〇

建立御神前御000

元禄十三庚辰年九月吉日

1) 1984年 5月-12月に佐久市教育委員会によって調査された。

2) 1984年 5月に佐久市教育委員会によって調査された。

3) 1986年 4月-9月に佐久市教育委員会によって調査された。

4) 堤 隆 1985 『野火付遺跡』 御代田町教育委員会

5) 國平建三他 1979 『上浜田遺跡j 神奈川県教育委員会

6) 小林秀夫 1977、1978 「第V章 御社宮司遺跡の諸問題、第 3節中世・中世以後の遺構、

第 4節中世の遺物」

「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書一茅野市その 5一』

7) 前掲註 6) 

8) 市川隆之氏の御教示による。

9) 前掲註 6) 
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1. 第 2号住居址（南方より）
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1. 第 4号住居址（南方より）
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3. 第 4号住居址遺物出土状況（西方より）
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1. 第 5号住居址（西方より）
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2. 第 5号住居址掘り方（南方より）
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4. 第 5号住居址遺物出土状況（南方より）
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l. 第 6号住居址（南方より）
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3. 第 6号住居址遺物出土状況（南方より）
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一第6号住居址迫物出土状況（西方より）
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1. 第 6号住居址遺物出土状況（南方より）
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4. 第 6号住居址迎物出土状況（北方より）
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3. 第 3号特殊遺構（南東より）
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2. 第 2号特殊遠構（西方より）

4. 第 4号土坑（東方より）

6. 第 6号土坑 （西方より）

8. 第 5・8・9号土坑（南東より）
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2. 第 1号住居址出土土器
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1. 第 1号住居址出土土器

11-3 

3. 第 1号住居址出土土器
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4. 第 1号住居址出土土器 5. 第 1号住居址出土土器 6. 第 1号住居址出土土器
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7. 第 2号住居址出土土器 8. 第 2号住居址出土土器



図

版

十

▲
 

16-3 18-1 

鼻 1. 第 2号住居址出土土器 2. 第 3号住居址出土土器
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3. 第4号住居址出土土器
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4. 第 4号住居址出土土器
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5. 第4号住居址出土土器 6. 第 4号住居址出土土器
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7. 第 4号住居址出土土器 8. 第 4号住居址出土土器
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9. 第 5号住居址出土土器 10. 第 5号住居址出土土器
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2. 第 5号住居址出土土器
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1. 第 5号住居址出土土器 3. 第 5号住居址出土土器
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4. 第 5号住居址出土土器 5. 第 5号住居址出土土器
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7. 第 6号住居址出土土器
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6. 第 6号住居址出土土器 8. 第 6号住居址出土土器



26-8 36-1 

3. 第 6号住居址出土土器 4. あー 2グリッド出土土器
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l. 第 6号住居址出土士器 2. 第 6号住居址出土土器

36-2 

5. B区表採土器

12-9 12-10 

6. 第 1号住居址出土勾玉 7. 第 1号住居址出土鉄製品

27-9 27-10 27-11 35-1 

8. 第 6号住居址出土石器 9. 攪乱内出土石器
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1. 第 1号竪穴状遺構 （南東から）
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3. 第2号溝状遺構 （南方から）
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2. 第 2号溝状遺構 （北方から）
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2. 第 1号井戸址（南方から）
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第 1号竪穴状遺構出土遺物 5. 第 2号溝状遺構出土遺物
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2. 第 1号竪穴状遺構出土遺物 6. 第 2号溝状遺構出土遺物
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3. 第 1号竪穴状遠構出土遺物 7. 第 3号溝状遺構出土遺物
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4. 第 2号溝状遺構出土遺物 8. グリッド・表採遺物
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9. 第 1号竪穴状遺構出土遺物 10. 第 3号溝状遺構出土遺物

1-8. 土師質土器小皿 9. 龍泉窯系青白磁四耳壺 10. 瀬戸 ・美濃系水注
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龍泉窯白磁椀 (13C後-14C前）
38-9 

青白磁四耳壺（？）

白磁皿
(!3C後-14C前） 音白磁壺
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青磁椀 (13C後-14C前）

珠洲系（？）小型壺

第 1号竪穴状遺構出土陶磁器

青磁椀 (13C後-14C前）
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瀬戸 ・美浪系水注
04C以降）

2. 第 3号溝状遺構出土陶磁器

3. 第 1号土坑出土陶器
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瀬戸 ・美沿系おろし皿 （内面）

4. 第 1号土坑出土陶器

瀬戸 ・美濃皿 天目茶椀 05C末）

5. 第 1号土坑出土陶器 6. 第 1号溝状遺構出土磁器
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